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霙度階

（（ネ廿日本水道協会による）
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兄 、 建物被害状況図（芦屋市）

凡例
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半壊 4, 0 5 9棟

馨 全壊 4, 7 2 0棟

計 15,421棟

•以 、
＇ア令 、

鼠`
ゃ扱凶:,.gl
虞令名1;

森．^

歳¢遥襄...̀
占ぶ，
函為螂滋・9..

西丑；g［； •

諏諏躙匹慮饂磁警饂•一C’

-------
. ("  

（平成 7年7月31日現在） ・．9 --1J. r こ＝＝一
--—• • ---

- 2 -



水道管被害分布と概略の表層地質・活断層 （芦屋市）

--J_1、

「凡例
0 "“ I~ 洪讀層

i ! ―-l沖讀層 I 
l「 壇匹 I ， 

‘‘に I
"-I耐霙誓

累形管

（芦屈市水追部のデーター提供により（出日本水道協会が作成）
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配水管及び属具の全管種別被害プロット図 （芦屋市）
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•D皇て亀

：は生じてい
ロットは、i

出し及び属iあ袖詈そるる

（芦屋市水道部のデーター提供により曲日木水道協会が作成）
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水道施設の被害状況

奥池のリップラップ崩壊、取水塔傾斜 ・管理橋破損

芦屋川取水口の右岸岩石崩落により取水

施設が全壊

-5-
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奥山浄水場沈澱池側壁 ・

床面のクラックによる漏

水

奥山浄水場ろ過池恨Il壁目

地 ・床面のクラックによ

る潟水

朝日ヶ丘ボンプ場

ポンプ井クラック漏水、

流出入管if,150mmC I P 

破壊、定水位弁室破揖、

石積クラック沈下、法枠

陥没
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芦屋浜埋立地共同溝内

芦屋浜埋立地浜風町22

¢500mmS形(S53年布設）

横ズレ50cm~l10cm 

縦ズレ 3cm~62cm 

．． 
'‘` 

｀ ●ヽe"‘ ● ••• 

¢,200mmSCPが20cmズレ
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s.57筵言丈尺CII 
マンショッ今漁4長 I5戸

芦屋浜埋立地、

¢ 100mmS II形ジョイント継手

状況
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公光町9-15

が50mmDI P仮管

公光橋

が50mmDI P 

仮水管橋 （歩道）

三条町35-3

地滑り地域

直線道路が3.0m右へ動く
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三条町34-7 地滑り地域

, 
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マンシ ョンの仮給水引込管 PEPと仮下水管
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三条町35-15 地滑り地域

¢50mmPEP仮給水管

全壊家屋の仮給水栓

1栓立て
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,p 300mm仕切弁、フラ

ンジ部破壊(1976年製造）

¢, 150mm継ぎ輪破壊

(1974年製造）

¢ 200mmX100mm＝受

T字管支管破壊

(1959年製造）
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呉川町14 応急復1日材料基地 復旧材料と埋戻し用クラッシャラン

H 7. 1. 20 

西宮市嗚尾浜港で和歌山県下津

町の給水船から給水タンク車に

補給を受ける

H 7. 1. 20 

奥山浄水場で応援給水車に補給
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H 7. 1. 24 

山手町28-22

消火栓から補給する自衛

隊給水車

H 7. 1. 30 

朝日ヶ丘町24-11

消火栓からの応急給水所

で水を入れる市民

川西町4-2

歩道内消火栓か らの応急

給水所
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三条町36-18 車道消火栓からの応急給水所
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壊滅した本通商店街

甲陽市場西付近

応急復旧本部

i 給水可能区域区］
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上宮川町 1-7

倒壊した「芦屋芸術学院」

RC造 6踏建ビル
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橋脚が折れ倒壊した阪神

高速道路神戸線

平田北町 4付近

JR北側、

大原町4-15付近の全壊

家屋

全壊家屋が多かった大桝

町 2-12付近 （本通り）



第令章 芦屋市と地震の概要

田面積

総面積・・・・・・17.31km、東西・・・・・・約2.5km、南北・・・・・・約8.3km

②人 口 87,366人（平成 7年 1月 1日現在）

固地震の概要

平成 7年 1月17日（火） 午前 5時46分

淡路島（北緯34.6度東経135.0度）

20km 

マグニチュード7.2

なし

•発生年月日

．震源地

．震源の深さ

・規 模

•津波

・芦屋市の震度 気象庁が地域機動観測班を派遣し、現地調査を実施した結果、 2月 7日国道 2号

線沿いの区域、 JR芦屋駅周辺及び三条町、山手町の一部が震度 7とされた。

④ 関係法令の適用等

(1) 平成 7年 1月17日

(2) 平成 7年 1月25日

災害救助法の適用

激甚災害の指定

(3) 平成 7年 2月24日

(4) 平成 7年 2月26日

阪神・淡路大震災復輿の基本方針及び組織に関する法律の公布施行

被災市街地復興特別措置法の公布施行

(5) 平成 7年 3月 1日 阪神・淡路大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律の

公布施行

阪神・淡路大震災に伴う許可等の有効期間の延長等に関する緊急措置法の公

布施行

固 人口の移動状況（平成 7年国勢調査の人口速報値 75,027人）

＼ 住民基本台帳人口 外国人登録人口 ムロ 計 人 口

7年1月1日現在 85,668人 1,698人 87,366人

8年1月1日現在 79,442 1,401 80,843 

差 し 弓I き △ 6,226 △ 297 △ 6,523 

月別人口の増減

2月 △ 324人 8月 △ 148人

3月 △2,211人 9月 △ 21人

4月 △2,402人 10月 △ 126人

5月 △ 503人 11月 67人

6月 △ 184人 12月 △ 106人

7月 △ 197人

-16-
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固

発災時の状況

午前 6時10分

午前 6時30分

午前6時40分

午前 7時

助役が消防本部、建設部に対して、人命救助に関する緊急措置を指示

災害対策本部設置、救護所開設指示、救急資機材の提供を要請した

避難所開設確認調査

遺体収容所の開設を指示

死亡者の状況 （平成8年4月8日現在）

・芦屋市内での死亡者数（他市市民14人を含む。）

・芦屋市民の死亡者数（他市での死亡者3人を含む。）

建物の被害状況 （平成8年1月17日現在）

440名

429名

棟 数 構成比 世帯数 構成 比 人 口 構 成比

＾ ョ

壊 4,722棟 30.6% 7,588世帯 21. 9% 17,667人 20.2% 

半 壊 4,062 26.3 9,928 28.6 26,790 30.6 

一部損壊 4,768 30.9 14,504 41. 8 37,218 42.6 

そ の他 1,869 12.2 2,660 7. 7 5,745 6.6 

＾ 己

計 15,421 100. 0 34,680 100.0 87,420 100.0 

（世帯数、人口は平成7年1月17日現在）

あの日から 1年今思うこと
（広報あしや 平成8年1月15日号より）
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神
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U
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て
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る

4
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第令章 水道施設と被害状況

田水道施設

(1) 水道施設の沿革

本市は昔から良水に恵まれず、人口の増加に伴い井戸水は次第に量が減り、干天には枯渇し飲料水

にもこと欠くありさまでした。

大正末期に上水道計画が立案されたが実現されず、小規模な個人と組合組織による簡易水道が20ヵ

所に設けられた。

昭和 9年に上水道の設立が可決され、昭和13年に給水人口50,000人、 1日最大給水量8,250ni'の上

水道が誕生した。

その後、戦争・災害による施設の損傷、人口の急増、生活様式の向上による水需要の急増に対処す

るため、昭和20年阪神水道企業団から受水を開始し、次々に拡張整備工事を重ねこれらに対処してき

た。

昭和30年代からは、下水道事業（現在はほぽ100％の普及率）、土地区画整理事業に着手し、国道43

号線の開通などもあり都市の基盤整備を進めてきた。

自己水の大部分を取水している芦屋川は、渇水期には流量が激減し、降雨水量の持続性がなく取水

量が減るため、昭和47年芦屋川上流（標高498m) に346,000面の奥山貯水池を建設し、自己水源を確

保してきた。

昭和54年には、大阪湾の埋め立て地 (125ha)に人口20,000人の芦屋浜シーサイドタウンが完成し、

阪神水道企業団からの受水量増と給水施設の増強を行った。第 6期拡張事業（計画給水人口100,400

人、計画 1日最大給水量51,900ni'／日）に引き続き、南芦屋浜地区（ウォーターフロントを生かした

住宅文化海洋レクリエーション等の機能をもった都市～面積126ha)への給水を目的とした第 7期拡

張事業（計画給水人口94,100人、計画 1日最大給水量57,200ni'／日）を実施中です。

(2) 水道施設の概要

項 目 平成 6年度

①行政区域内人口 82,051人

②計画給水人口 100,400人

③現在給水人口 81,803人

④現在給水戸数 32,089戸

⑤普 及 率 99.85% 

⑥配水管延長 184,678m 

⑦配 水 ム月ヒヒ 力 50,290面／日

(3) 施設能力（平成 6年度末）

l)水源

平成 5年度

86,341人

100,400人

86,213人

33,388戸

99. 85% 

183, 908m 

50, 290ni'／日

① 阪神水道企業団受水 39,940面／日

② 自己水源（自己水源）

奥山貯水池 V=346, 000:rri 

六麓荘貯水池 V= 15,000面

合計 V=361, 000:rri 

2)導送水施設

導水管路延長 ¢ 125~500XL=8, 962m 
3)浄水施設（ろ過能力）

項 目

⑧年間総配水量

⑨ 1日最大配水量

⑩ 1日平均配水星

⑪ 1人1日最大配水最

⑫ 1人1日平均配水量

⑬年間総有収水量

⑭有 収 率
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平成 6年度 平成 5年度

11,916, OOOni' 11,832, OOOni' 

40,493面 37, 144rrf 

32, 649m' 32, 418rrl 

494¢ ／日 43H／日

399 e／日 376&／日

9,807, OOOnf 11,000, OOOnf 

82.30% 92. 97% 



奥山浄水場

六麓荘浄水場

奥池浄水場

合計

4)配水施設

配水管路延長

配水池

7,985面／日

285玉／日

1, 685ni'／日

9,955出／日

183, 900m 

9ヵ所、 9池

有効水量 16,364面

5)管路の布設状況

創業時は普通鋼鉄管の鉛継手で布設し、昭和30年代からは鋳鉄管の A・K形と石綿管を採用、昭

和40年代半ばからダクタイル鋳鉄管を布設してぎた。

送配水管の総延長は192km。

送・配水管の管種及び延長

① 使用管種

管種

ダクタイル鋳鉄管

鋳鉄管

硬質塩化ビニール管

耐衝撃性

硬質塩化ビニール管

ポリエチレン管（二層式）

塗覆装銅管

② 口径別延長

口 径 (mm) 用 途

¢ 75~700 送・配水管

¢ 75~450 送・配水管

¢ 13~ 150 配・給水管

¢ 13~150 配・給水管

¢ 13~ 25 給水引込管

¢ 75~300 水管橋

口径 (mm) 延長 (m) 比率(%)

¢ 700 2,940 1. 5 

¢ 500 3,950 2.1 

¢ 450 2,940 1. 5 

¢ 400 3,000 1. 5 

¢ 350 1,500 0.8 

¢ 300 4,100 2.2 

¢ 250 5,100 2.6 

1200 12,740 6.6 

¢ 150 32,000 16.6 

¢ 125 5,100 2.6 

¢ 100 62,600 32.5 

¢ 75 56,870 29.5 

計 192,800 100.0 

③ 管種別延長

管種 口径 (mm) 延長 (m) 比率(%)

鋳鉄管 ¢ 75~700 167,700 87 

V・P  rf 75~150 23,100 12 

鋼管 が200~250 2,000 1 

石綿管 ¢ 50~ 75 

゜ ゜計 192,800 100 
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④ 継手種別延長

継 手 延長 (m) 比率（％）

メカニカルジョイント 148,300 77 

鉛（印ろう） 7,800 4 

冷間 (V・ P) 23,100 12 

S ・ S II形ジョイント 13,600 7 

計 192,800 100 

が50mm以下の給水管は昭和30年代から VPに替え、が 25mm以下の給水分岐管は昭和46年に鉛

管を廃止して、ポリエチレン管に替えた。石綿管は平成元年に全て鋳鉄管 •VP に改良して全廃し

た。

② 水道施設と被害状況

(1) 主水道施設

項 目

貯水池

浄水場

ポンプ場

配水池

導・送水管

奥池地区

奥 山

奥 池

2ヵ所

3 池

延長

市 街 地 £ ロ 計

六麓荘 2池 3 池

奥山・六麓荘 3ヵ所

2ヵ所 4ヵ所

6 池 ， 池

8,900m 

配水管 延長
192,800m 

(2) 水道施設の被害状況〈資料 1参照〉

1)貯水池

① 奥山貯水池

・リップラップ崩壊

•取水塔傾斜

・提体天端の沈下

2)取水口

① 本谷、椿谷取水口

・クラックによる漏水

② 芦屋川取水口

•岩石崩落により取水施設全壊

3)導水路

① 本谷導水管路（ゅ 1,200mm)

183, 900m 

・道路崩壊による露出、管路クラック、人孔破損

② 奥山貯水池導水管（ゅ 500mm)

・管理用道路 L=700m区間に落石があり損壊

4)奥山浄水場

・調整池……側壁、床面のクラックによる漏水

・着水井……側壁のクラックによる漏水

・沈澱池……側壁、床面のクラックによる漏水

・ろ過池……緩速ろ過池 (4池）側壁、床面のクラックによる漏水

・集合井……側壁のクラックによる漏水

．浄水施設配管……¢ 100mm～ゅ 200mm破損による漏水
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・管理棟……柱、壁クラック

．浄水場石積み……石垣クラック

・テレコントロール……計装架線の破断

5) 六麓荘浄水場

・貯水池……側壁のクラックによる連絡管破損

・ろ過池……側壁、床面のクラックによる漏水

・調整池……側壁のクラックによる漏水

6)朝日ヶ丘ポンプ場

・ポンプ池クラックによる漏水、流出人管及び定水位弁室破壊

・石積みクラック及び沈下、法枠陥没

7) 配水池

① 第 1中区配水池

・側壁、床面のクラックによる漏水

② 第2中区配水池

・擁壁、石垣損壊

③ 低区配水池

・配水池タイル外壁欠落及び計器室屋上部損壊

・配水池周辺クラック側壁損壊

(3) 水道管の被害状況

1)配水管の被害

公道の配水管、給水管は市内全域で破損し、 1月17日午前 9時頃には断水状態になった。幹線の

¢ 700mm、特に径450mmの破損個所が多く初期の通水が遅れることになった。

配水管（が 50mm以上）の被害件数は、表に示すように市域全体で297ヵ所に及んだ。

配水管の被害状況

口径 如巳 体 部 継 手 部
ク目 種

(mm) 
延長 (m) その他 計

亀裂 割れ 折れ 抜け ゆるみ 突込み

DIP (K形） 700 2,939 

500 84 

450 1,408 3 1 4 

400 384 

300 648 1 1 

DIP (A形） 250 271 

200 3,381 3 3 

150 14,041 20 1 21 

100 18,199 37 4 41 

75 17,121 19 1 20 

DIP (S形） 500 1,070 

350 316 

300 550 

250 920 
DIP (SIT形）

200 1,070 

150 1,120 

100 8,540 
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CI P 

SP 

VP 

450 1,533 1 2 3 

400 676 

350 124 

300 1,439 1 1 

250 3,637 

200 8,105 3 2 2 1 8 

150 13,675 1 8 4 4 1 18 

125 4,937 1 1 1 1 4 

100 30,862 3 19 7 3 32 

75 24,383 7 10 3 2 22 

150 345 1 2 3 

150 1,851 1 2 3 

100 5,290 2 5 7 

75 15,759 3 7 3 27 1 41 

50 ， 15 7 29 5 65 

計 184,678 26 66 111 29 48 17 297 

芦屋浜シーサイドタウンでは、液状化現象が全域に発生し、一戸建て住宅が傾く等被害は大きか

ったが、ゅ lOOmm~が500mmXL= 13, 600mに離脱防止形の耐震継手（s・ S II形）を採用していた

ため殆ど被害はなかった。

しかし、ゅ 75mm以下の、異形管には S・S II形が開発されていなかったが、＃ 150mm以下の A

形継手と VPに漏水 (35ヵ所）があるにとどまった。

芦屋浜シーサイドタウンの配・給水管被害状況

口径
管種

直管 異形管 全延長 漏水
漏 水 状 況(mm) 形式 形式 (m) 箇所

ゅ50 HIVP 1,320 11 1)メーター前のエルボで折損

¢ 75 DCIP A形 A形 930 5 2) A形継手で抜け出し

¢ 100 DCIP S II形 A形
3)異形管部 A形継手で抜け出し ー17ヵ所

8,540 18 
サドル分水の移動による漏水 ー1ヵ所

¢ 150 DCIP S II形 A形 1,120 1 4)異形管部 A形継手で抜け出し

が200 DCIP S II形 A形 1,070 

゜¢250 DCIP S II形 A形 920 

゜が300 DCIP S II形 A形 550 

゜¢ 350 DCIP S II形 A形 320 

゜<f, 500 DCIP s形 k形 1,070 

゜合 計 15,840 35 

全市域の被害状況を分析してみると次のようになる。

① 形態別の被害は継手の抜け (0.539件／km)、継手部破損 (0.414件／km) と同じくらいに直管部

破損 (0.499件／km)が多かった。

② 口径別では、ゅ 75mm以下で3.440件／kmで多く、口径が大きくなるとゅ 200mm～ゅ 250mmで

は0.984件／kmと被害は少なくなっている。

③ 表層地質では自然堤防・砂州 (3.724件／km)が最も被害が高く、次に沖積層 (2.812件／km)

で埋立地は2.476件／kmであった。
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④ 液状化については、液状化のあった所（液状化率50%）で3.709件／kmに対し、液状化の顕著

な所（液状化率100%）では2.683件／kmと小さくなっている。これは液状化率100％の埋立地 (s.

54年完成）は、ほとんど耐震化にしていたので、一部の耐震化していない管路・継手での被害で

あった。

⑤ 管種別

・ダクタイル管の被害はほとんどが継手の抜け (1.269件／km)で、埋立地で被害が多く (2. 250 

件／km)、液状化の顕著な所（液状化率100%）でも2.381件／kmと被害が多かった。

・鋳鉄管は直管部の破損 (0.786件／km)が一番多く、口径が大きくなると共に被害は減少して

いる。埋立地には布設していなかったため被害はなかった。

・硬質塩化ビニール管は、被害のほとんどが継手部破損 (1.788件／km)、管体部破損 (1.017件／

km)である。また、自然堤防・砂州は9.410件／kmと非常に被害が多かった。

2)属具類への被害 (65ヵ所）

今回の地震では属具類の破損が多く、最大ではゅ 300mm、仕切弁のフランジ部が破壊し、 65件

の被害があった。そのうち仕切弁が80％以上で多く、仕切弁以外は空気弁で特に小口径のゅ 100mm

以下の仕切弁 (80%）に被害が集中し、そのほとんどがフランジ部、弁本体の破壊によるものであ

った。

属具類の被害状況

空気弁 1仕切弁 1消火栓 1分水栓他 I 計

2
 

53 

゜
10 65 

3)給水管の被害

公道内（ゅ 13mm~j50mm) は382件で、民地内では2,934件にのぼった。

OVP ．宅地内で地中から建物内へ人る管と立上がり管のエルボ、チーズに折れ

が非常に多かった。

o V. L. P ・公道から受水槽間の給水管の折れ（特にネジ部）

o C. I. P ・ A形の抜け

・ F. C管の折れ

0 ポリエチレン管 ・公道内の給水分岐に使用しているが、漏水はほとんど無かった。

以上の被害が発生したが、多くの水道関係者の応援を得て、 2月末（震災発生 6週間後）には市

内の全域を復旧することができた。
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第令章 応急給水活動

田水道部職員の出勤状況

大震災の当日、職員は50名中19名の出勤であった。その後、バイクや徒歩などで出勤はしてきたもの

の、 1月20日には連絡のとれない 7名の安否確認のために、携帯電話で本人と連絡をとり全貝出勤する

旨を通知した。

しかし、家族が亡くなった者や家屋の全壊等で、全員が揃ったのは 1月23日になった。

② 断水の状況

地震により、市内の配水池 (9ヵ所・ 9池）は、 2時間30分から 3時間30分で空になり、午前 9時頃

には全市域が断水状態となった。

③ 応急給水の方針決定

応急給水は、震災発生直後の午前 7時ごろに市の災害対策本部から、水道部職員に指示があり、水道

部長の出勤と同時に水道部災害対策本部を設置し、応急給水の方針決定を行い、午前中は主に応急給水

の方法、体制等の準備活動に終始した。

④ 応急給水活動の実施

17日の午後からやっと病院、一部避難所へ応急給水を開始した。

なお、病院や避難所等には、震災当初はポリ容器 (18リットル）で水を配ることが唯一の方法であっ

た。

自己水源の奥山浄水場には、震災当初2,000面の水があり、さらに応援各市町からの大型給水タンク

車の水も入れて、浄水場近くの消火栓から自衛隊その他の給水車に補給することにした。

18日からは、全国の自治体、自衛隊、民間団体の応援により、ピーク時には62団体、 128台の給水タ

ンク車と329人の支援によって給水を行った。

震災 3日目ごろから船による支援の申出があり、水の確保もできることになった。海上保安庁や家島

町、下津町の所有する給水船で、甲子園フェリー乗り場、芦屋浜シーサイドタウンにあるヨットハーバ

ー等係留可能なところを給水基地として補水することもできた。

その後、阪神水道企業団から日量3,600面の水が奥山浄水場内の浄水池に送水が可能になり、応急給

水の拠点場所への応急給水基地とした。

(1) 給水タンク車による応急給水

① 実施期間…… 1月17日～ 3月10日 (53日間）

② 応急給水支援団体

団 体 名 団体数（団体） 延団体数（団体）

自 冶 体 101 1,597 

自 衛 隊 l（連隊） 39 

民 間 団 体 14 21 

計 116 1,657 

延車両台数（台）

1,909 

1,658 

25 

3,592 

注）海上保安庁は、人数など不明のため、表にはいれていない。
〈資料 2、 3参照〉
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③ 応急給水量

・総給水量………14,959rrf 

・給水延人数……640,457人

・応急給水車数の推移

(2) 応急給水栓 (24時間給水）による給水

•実施期間……… 1 月 28 日～ 5月12日 (105日間）

・設置数…………市内全域96ヵ所

・応急給水量……16,897面

固応急給水の優先

応急給水は、病院、避難所、中高層住宅等の密集地、一般家庭の優先順位で行った。しかし、数日間

は病院などの限られたところでさえ数10リットル程度しか用意できなかった。

固応急給水の場所

震災当初、市街地を JR線と宮川で縦、横に区分し、 1つの区分に 2ヵ所、合計 8ヵ所の給水拠点を

設けた。その後、自衛隊の15ヵ所、学校を中心とした給水の場所とは重ならないよう、又交通の妨げに

ならないで効率的に行えるように民家、人口の密集地を可能な限り選定した。

1月20日から広報車 4台で、給水場所を知らせる広報活動が開始できるようになった。

⑦ 関係他機関との連絡調整

今回のような被災の状況下では、被害状況の把握もできない中で支援を求めるにもどこへ支援を求め

ればいいかも判断できず、連絡調整するすべも手だても思いつかなかった。近隣市との相互応援協定は

あったが、近隣市も被害を受けており、応援してもらえる状況でなかった。このような大震災では、広

い範囲で相互に応援、協力する体制を日常から確立しておくことが必要である。

この教訓をもとに、現在、日本水道協会関西地方支部で具体的な方策のマニュアルの作成を検討中で

あり、被災市として芦屋市のほか神戸市、西宮市も参加している。

固 1人当たりの必要水量

国が示した目安では地震発生後、 3日間は 1人当たり 1日3リットル程度が必要とされていた。

応急給水車数の推移

80（台）

70 i 72 

6_Q_j I 56 

I I{，7, 9’,  9 -5 -2 -----5-2--〉15 0 I 50 50 I I'、

42 

14 

8 5 2 民間 11
-----

0'' 

14 

，
 

4 4 

1/18 19 24 1/31 2 7 14 21 25 28 8 10（日）

(1週間後）（2週間後） （3週間後）（4週間後）（5週間後） （6週間後）

ー自治体 ーーーー自衛隊 ー—一・民間
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固
l

ボランティアの活躍

・ポリタンクヘの水くみ

・高齢者宅への水の運搬

・給水所で応急給水車のホースの補助

．避難所への水の運搬

・マンション等高陪住宅の高層階まで水をポリタンクで運搬など

あの日から 1年今思うこと

（広報あしや 平成8年1月15日号より）
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災
。
肉
親
を
失
っ
た
人
は
も
ち

ろ
ん
，
思
い
出
の
家
や
家
財
を
失
っ
た

人
々
は
、
た
だ
飲
み
水
を
確
保
す
る
だ

け
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
と
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濯
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。
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。
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。
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が
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。
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。
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第＜》章 応急復旧活動

送・配水管も市内全域で相当な被害を受けたが、山岳部の奥池地区は被害が比較的少なく、 1月23日に

は全戸に給水が可能となった。

被災直後から、全国から応援申し入れがあり、 1月19日の 1自治体を第 1陣として、 48自治体の復旧応

援の協力を得たことで、震災2週間後の 1月31日には全市の復旧率が約30％になり、 3週間後には60％ま

で復旧できた。

その後、倒壊家屋などで復旧不可能な地域を除いて、 2月27日には応急復旧を完了し、通水率は96％ま

で回復した。

【市全域】 ・給水戸数……… 33,400戸

・管布設延長…… 183.0km

月 日 復 旧

1月17日 震 災

1月23日 応急復旧開始

1月25日 給水開始

1月31日 2 週間後

2月7日 3 週間後

2月14日 4 週間後

2月21日 5 週間後

2月27日 応急復旧完了

〈資料 4、5参照〉

①奥池地区

復旧率（％） 延長(km)

4.0 6. 7 

29.8 

゜60.3 110.3 

73.0 133.6 

91. 5 167.4 

96.0 175. 7 

・揚水ポンプが破損、配水管の漏水で全戸が断水状態となった。

1月188~ 応急復旧の修理開始

1月20日～ 1月22日 一部通水

1月23日 全戸給水体制の完了

1月23日～ 1月28日 漏水修理

② 市街地

給水可能戸数

1,300 

9,900 

20,100 

24,380 

27,600 

30,900 

自己水源の芦屋川取水口も全壊したために取水不能になり、又阪神水道企業団（依存率75%) も被害

を受けたため送水量が激減し、市の配水池・送配水管も甚大な被害を受けたので全戸が断水状態になっ

た。
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1日当たりの配水最
3s,ooo(m) 

30,000 

27,500 

25,000 

20,000 

15,000 15,000 

25,700 

20,900 

26,300 

28,700 
ー一寸
28,100 

25,400 

10,000 10,800 

5,000 5,600 

1/1 16 17 24 26 31 2/7 14 21 28 3/7 28 （月1日）
(1週間後） ・ (3週問後）・ (5週間後） ・(7週間後） ． 

(2週間後） （4週間後） （6週間後） （10週間後）

通水率の推移
100 (%) 

80 

96 

73.0 

60 30.3 

40 

29.8 

20 

゜
4
 

1 /17 31 

(2週間後）

217 

(3週間後）

14 

(4週間後）

21 27 （月／日）

(5週間後） 応急復旧完了

〈資料 6参照〉

固応援による復旧工事

・自治体……48自治体 延べ5,745人

・復 旧…… 1月23日から開始し、 3月4日で終了 (40日間）
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応援自治体数と人数の推移

200（人）

191 191 

185 

150 

100 

50 

36 
4
 

゜゜

-----•-
---—ー 1 ――― 1 2 

3 
， 14 15 

5 ` ̀ 1―--------―'― 
5 2

 

1/17 19 24 31 2/7 14 21 27 28 3/4（月／日）

(1週間後） （2週間後） （3週間後） （4週間後）（5週間後）応急復旧完了 (6週間後）

〈資料 7参照〉
--―ー一応援自治体数一応援人数

④ 復旧計画・施工

(1) 復旧工区のブロック割

配水区域を基本に市街地を 8ブロックと奥池地区 lブロックの 9エ区に分け、応援の都市と団体を

割り当てた。

(2) 復旧通水手順

① 送水管（試験通水→漏水調査→修理→通水）

② ブロック内の配水幹線（試験通水→漏水調在→修理→通水）

各住戸等の引き込みは公道止水栓、仕切弁で閉止

サドル付分水栓

¢20～¢25 

道 路 宅地
水道メータ

メータボyクス

| 

給水栓

HIVP 

配水管

給水管引込標準図
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③ 配水管（試験通水→漏水調査→修理→通水）

④ 病院・避難所へ給水

⑤ 給水装置（公道）の修理

⑥ 応急給水栓 (24時間給水栓）

・配水管通水完了区域から全市域に設置を拡大

⑦ 各住戸・マンション等の開栓（ローラー作戦）

•各引き込みの止水栓・仕切弁・バルブを開栓

⑧ 全、半壊家屋等には民地内に給水栓の一栓立て（市負担）

固復旧方法

配水管からの部分漏水は、漏水防止金具、シンプル等で修理した。これらは本復旧とみなして、漏れ

の集中している路線は仮復旧で対応し、本復旧は¢ 150mm以上を SII 形• S形で復旧した。

浄水場関係は、すべて仮復旧を本復旧とした。

固応援団体の要請

被災直後は自治体から直接市へ応援申し入れがあり、それに応じて市から支援を要請した。その後、

全国から応援の申し入れが急増したため調整不可能になったこともあったが、 H水協支援連絡体制がで

きたので、その後は日水協を通じ支援要請をした。

“ 
他府県

〈資料 8参照〉

⑦ 応急復旧の役割分担

(1) 水道部職員の役割分担

要請

要請

芦屋市・西宮市・宝塚市

水道復旧支援実行部

（日水協大阪支所）

芦屋市・西宮市・宝塚市

水道復旧支援本部

（大阪府水道部）

① 復旧計画の策定（担当のブロック割り、復旧手順）

② 応援要請の受け入れと調整

③ 応援都市への施工指示、監督

④ 応援都市の断・配水作業と広報を指示

⑤ 支給材料（全機材）の調達と出入痙

⑥ 復旧工法の指導（各市の使用材料が異なったため）

⑦ 埋戻し材（すべてクラッシャラン）調達と残土処分

震災当初から応急復旧 (1月23日～ 2月27日まで）の間はクラッシャラン埋戻しとし、その後、

仮アスファルト復旧とした。本復旧は今後行っていく。

⑧ 応援都市の修理報告の処理

⑨ 復旧状況情報の伝達→職員（市民への対応）

⑩ 復旧状況情報の伝達→災害対策本部

⑪ 復旧状況情報の伝達→市広報紙の「地震災害情報」
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毎日発行 (1月25日から）に水道復旧状況を掲載する。

⑫ 応援都市職員の宿舎の手配 （被害のなかった民間の保養所等を確保）

⑬ 応援都市職員の食事の手配

⑭ 厚生省、日水協、県、マスコミ 等の窓口

(2) 応援都市の役割分担

① 配水管 (75mm以上）、給水管 (50mm以下）の漏水調査→漏水修理→通水→各戸開栓 （ローラー

作戦）

・掘さく ・修理 ・埋戻 し・残土処分 ・仮復旧 （クラ ッシャラン）

② 修理の報告

③ 修理計画

④ 民地内に給水栓 l栓立て

(3) 指定工事店の役割分担

① 屋内給水装置の漏水修理

② 公道から メーター間の漏水修理 （市が喪用負担）

③ 各戸開栓 （ローラー作戦）

漏水修理後の各戸止水栓の開栓

民地内に給水栓 1栓立て

（スポークスマン）

④
 

固 資機材

査機材の確保作業は、2人体制で行っていたが、 日増しに業務が重荷にな り、

名を補充して 4人体制にしたので、なんとか難局を乗り越えるこ とができた。

全国的に材料が統一されていないため、材科の調達だけではなく、材料の使い方の指祁も必要になっ

たので、指導のできる経験者を配骰した。

応急復旧の本格的な開始は 1月23日からにな った。震災直後は、水道部職員のほとんどが応急給水を

分担 していたため、限られた人貝による応急復旧の班体制づく りに手間どる結果になった。

〈資料9参照〉
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あの日から 1年今思うこと

（広報あ しや 平成8年1月15日号より）
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第令章 教訓と課題

田被災直後

・交通機関と主要道路がマヒしたため、職員の出勤が遅れ、少人数のため初動体制しか組めなかった。

・被害状況が把握できなかった。

・電話が不通になり、情報と連絡が遮断された。

・地震により庁舎内の机、ロッカー、本棚等全てが倒壊し、散乱したため、車両、材料倉庫の鍵も不明

となり大混乱した。

① 職員の居住区域により、道路、交通機関のマヒに備えた被災後30分体制、 1時間体制の組織編成

の確立～初動体制の確保

② 本部組織体制までの指揮代行者の決定が必要

② 災害対策本部の組織

•市の災害対策本部の組織編成どおりに体制が組めなかった。

① 震災と風水害への対応組織は別に編成する

② ボランティアを組み入れた組織の活用の検討

③ 職員の勤務のローテーションづくり（長期になった場合）

〈資料10参照〉

③ 広報活動

・道路が通れない箇所が多く、車両が走れなかった。

・広報車が足りなかった。

・被災直後は、広報活動（市の広報課、マスコミヘの対応）の窓口の一本化と定期的な状況のお知らせ

ができなかった。

•市民からの問い合わせ、苦情が殺到したため電話がマヒ状態となった。

① 住民の不安解消のために早期の情報と定期的な情報提供が必要

② 広報体制の整備

④ 応急給水

・学校のプールの水が生活用水として役に立った。

•各避難所に井戸があれば良かった。

・給水タンク車への水源補給基地の適当な場所がなかった。

・応援都市の給水タンク車の大規模駐車場がなかった。

・被災当初は 1人3£／日程度であったが、日を経るにしたがい生活用水（トイレ、洗濯、風呂）への

要望が高まり給水量が増えていった。

① 平常時から給水補給基地の確保

② 井戸水、プール水を生活用水に活用

③ 緊急耐震性貯水槽を市内の各ブロックごとに設置

④ 応援自治体の受け入れ体制及び諸設備

⑤ ボランティアとの連携を行うために組織的な受入れ体制を整える

固応急復旧

・被災直後から全国の自治体より応援の申し入れが急増したが、調整不可能となり混乱した。

・管理図面（台帳、配管図、住宅地図）が応援自治体用に大量に早期に必要だった。
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．班ごとに携帯電話を持参されたため非常に役立った。

・復旧は線として実施していったが、各戸の給水開始作業（面としてのローラー作戦）が遅れたために

市民からの苦情でパニックとなった。

・被災直後の被害調査が遅れたために、復旧の着手に手間どった。

．震災に対するマニュアルがなかった。

・車両が不足した（バイク、自転車が有効であった）。

・復旧に伴い、市民からの問い合わせ、相談が殺到し電話窓口がパニック状態となった。

•関係機関、他団体との情報連絡が電話のマヒによりとれなくなった。

・復旧対策本部はスペースの大きな、すべての業務が行える条件の部屋が必要だった。

•各応援都市で、材料（給水）、エ具が違う等施工方法が違うため困った。

・復旧本部には直通臨時電話の増強（電話番号は公表しない）。

① 災害相互応援協定の確立

② 管理台帳、図面の分散管理

③ 資材、人貝、資機材基地及び駐車場の確保

④ 復旧方法と復旧区域の順位づけ

⑤ 復旧支援隊の受入れ体制及び設備

⑥ 復旧マニュアルの作成

⑦ 市民の問い合わせ、相談、苦情を処理する総合窓口と専用受付電話の設置

⑧ 給水材料の統一化（給水装置工事施行基準の統一化）

⑨ 無線、携帯電話による情報の確保、関係機関との相互連絡網の整備

固支援の要請

民間業者の方の応援も相当数になるが、この中には全国から支援いただいた自治体が、独自に連れて

こられた管工事業協同組合などもある。費用を直接お支払いしたのは14団体のみで、あとは連絡がない

もの、請求されなかったものを含めボランティア扱いとさせていただいたが、この点については混乱の

中とはいえ取扱い上問題を残した。

課題は、応援の受け入れ体制がどこまで整えられるか。宿泊、食糧、車両の駐車場所、資材置場及び

相互応援協定の体制づくり（復旧費等の負担区分も含めて）を普段から明確にしておくことが極めて璽

要である。

応急給水、応急復旧への応援隊に提供する食料などが市の災害対策本部で賄えなくなり、水道部とし

て日本水道協会の兵庫県支部長都市・加古川市へ支援を要請した。 1月25日から 2月8日まで毎日、応

援隊とボランティア、職員用に食料の配給を受けた。 2月9日以降は、本市で賄える目途が立ったので

支援は中止された。

また、応援者の急病、事故等にも対応できる体制づくり、ボランティアの役割のマニュアルづくりも

大切である。

〈資料11参照〉
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食料の応援体制と日程表

（日水協兵庫県支部を通じて）

月 日 担当市町名

1月25日（水） ＊加古川市水道局

26日（木） 姫路市水道局

27日（金） 赤穂市水道部

28日（土） 龍野市水道事業所

29日（日） 三木市水道ガス事業所

30日（月） 播磨町水道部

31日（火） 上郡町水道事業所

2月1日（水） 高砂市水道事業所

2日（木） 加西市水道事業所

3日（金） 山崎町水道事業所

4日（土） 小野市水道部

5日 (B) 三田市水道事業所

6日（月） 稲美町水道事業所

7日（火） 福崎町水道課

8日（水） 市川町水道局
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。
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に
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心
か
ら
お
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。
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第企章 水道事業経営への影響

[I] 水道財政への影響

今回の地震は、水道施設に大きな被害をもたらしただけでなく、累積赤字をかかえ経営難の状況にあ

った水道財政に極めて甚大な被害を与えることとなった。国からの補助が得られたとはいえ、水道事業

会計の資力を超えた災害復旧費が必要となった上、料金収入の減少、漏水による料金の減免等により大

幅な減収が見込まれるなど、財政状況はかってない深刻な状況に追い込まれている。

(1) 水道施設の被害額

被害は、配水管をはじめ取水施設、浄水施設に及んでおり、被害総額は14億円と見込まれている。

（単位：万円）

施 設 名 被 害 の 場 所 内 容 金 額

貯水施設 奥山貯水池の旧堤（奥池）リップラップ崩落 12,llO 

取水塔傾斜

取水施設 本谷・椿谷の取水ロクラック 78,030 

芦屋川取水口が岩石崩落により施設全壊

導水施設 本谷導水管路が法面崩壊により露出し、本谷・椿谷の導水管のコンクリート管 11,180 

継手にクラック

奥山貯水池導水管に落石損壊

浄水施設 奥山浄水場 調整池、着水池、沈殿池、ろ過池の側壁・床面にクラック管理棟 362,930 

の柱壁等と浄水場の石垣石積みにもクラック

場内配管一部損壊

送・配水施設 第 1 中区配水池の側壁·床面クラック漏水、第 2 中区・低区配水池の擁壁•石 170,490 

積・側溝等にクラック

山手町・浜風町地内送水管折損亀裂等

給・配水管路 道路及び宅地内給水管・市内一円の配水管の折損亀裂、継手の抜け、仕切弁の 696,930 

亀裂等

そ の 他 被害状況調査・測量・資料作成業務委託等 54,240 

合 計 1,385,910 

(2) 給水収益の大幅な減少

家屋の倒壊、長期間の断水、基本料金の減免等から、平年時に比較すると平成 6年度の震災による

給水収益の減少額は 1億 2千万円 (-11.6%）であるが、 7年度は全期間に影響を受け 3億 l千万円

(-29. 3%) の減収となった。また、 8年度も減収となる見込みであり、給水収益が震災前の水準に

戻るには数年かかると予想している。

水道の契約戸数の推移

年 月 戸数

平成 6年12月末 29,895 

7年2月末 15,036 

4月末 18,785 

6月末 25,580 

8月末 26,379 

10月末 26,250 

12月末 26,074 
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(3) 水道料金の減免等

全使用者を対象に水道料金を一定の期間減免措置をしたり、基本料金のみの徴収や納期の延長を行

った他、その後も続いた震災に起因すると思われる給水管の漏水についても、特例として減免措置を

行い、できるだけ住民負担の軽減が図れるように柔軟な姿勢で対応した。

(4) 経営収支の悪化

水道料金は、元年度の料金改定以降、 3年度までは単年度黒字を経常していたが、 4年度に阪神水

道企業団の分賦金の改定が行われ純損失が生じた。その上、 5年度は冷夏と長雨で給水収益が前年度

を下回り、経営収支は悪化しはじめていた。そのような状況下、今回の震災の影響で経営収支はさら

に悪化し、 6年度の単年度純損失は 3億 5千万円を計上するに至った。

7年度においても給水収益が大幅に減少する一方、災害復旧事業を継続していくため、決算では 4

億 3千万円の当年度純損失を計上し、累積赤字は増え極めて深刻な事態に陥っている。

② 国への財政支援要望

水道施設の被害は経営規模を超えるものとなり、その復旧・復興には多額の費用を要するため、一事

業体だけで対応することは非常に困難な状況になった。

そのため市としては、国に対しあらゆる機会をとらえて財政支援について要望を行ってきた。

(1) 国への財政支援要望の状況

① 市長から自治大臣への要望

水道料金減収による財源措置について

減収補てん債の許可、あるいは特別交付税などの財源措置に特別の配慮を要望

② 阪神 7市・兵庫県助役会を通じての自治省・厚生省への要望

水道料金の減収補てんについて

水道施設災害復旧事業費の補助対象期間の延長等について

災害救助法に基づく、応急給水に係る財政支援の拡大について

③ 4団体管理者（芦屋市・神戸市・西宮市・阪神水道企業団）による厚生省への要望

水道施設耐震化事業に対する国庫補助制度の創設、国庫補助金の別枠確保などの一層の財政支援

や法整備について、特段の措置を講じていただくように要望

(2) 要望の結果

災害復旧にかかる国庫補助については、水道の原形復旧だけでなく、耐震性を高める方法による災

害復旧が対象になり、補助率も激甚災害並みの10分の 8となった。又国庫補助基本額10分の 1及び単

独事業費の 2分の 1については、一般会計からの繰り出し制度が創設された。

給水装置についても、公道第 1止水栓までの災害復旧につき、新たに補助率 2分の 1の国庫補助が

認められるとともに、国崩補助基本額の 4分の 1及び単独事業費の 2分の 1について一般会計からの

繰り出し制度が創設された。

固災害復旧費に対する国の財政支援

(1) 配水管等施設について

従来の財政支援 ~ 

災害復旧費

阪神・淡路大震災に係る財政支援

災 害 復 旧 費

国庫補助対象基本額 1 単独事業 国庫補助対象基本額 単独事業

国庫補助 I 企業債 企業債 国庫補助 一般会計 企業債 一般会計 企業債
繰り出し 繰り出し

1/2 1/2 1/2 1 /10 1 /10 1/2 1/2 

一般会計繰り出しについては、一般の単独災害復旧事業債を発行し、元利償還については交付税措置。
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(2) 給水装置施設について

従来の財政支援 ， 阪神・淡路大裳災に係る財政支援（公道第 1止水栓まで）

災害復旧費
（
ぐ
｀≪
 

害 復 旧

補助制度なし 国暉補助対象基本額 単 独

費

事 業 宅地内

国暉補助

1/2 

一般会計
繰り出し
1/4 

企業債

1/4 

一般会計
繰り出し
1 /2 

企業債

1/2 
自己資金

(3) 

一般会計繰り出しについては、一般の単独災害復旧事業債を発行し、元利償還については交付税措置。

災害復旧費の財政支援の状況

国罪補助金総額 664,331千円

一般会計繰出金 313,026干円

企 業 債 237,100千円

合 計 1,214,457千円

④
 

水道財政の再建に向けて

経営収支悪化の状況が、 8年度も同様に推移すると、累積赤字は水道料金の単年度収支分に匹敵し、

経営基盤を揺るがし兼ねない状況となっているが、復旧事業は早急に進めていく必要があり 、水道事業

の財政再建はまさに緊急課題となっている。

そのため、可能な限り事業の繰り延べや経費の節減を行うこと等により、できる限り経営の合理化に

努めているが、自助努力にも限界があり、 8年度には、水道事業経営審議会を設置し、ご意見を伺い具

体的な方針を策定する予定である。

あの日か ら1年今思うこと

（広報あしや平成8年 1月15日号より ）
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章 水道モニターの声（讀譴闘靡喜t；一）

「感じたこと」 小島 雅子 (39歳） 伊勢町8-20-607 

1月17日の早朝は、自宅のマンションの 6階で、就寝中に地震にあいました。激しい揺れとゴーツとい

う音で目がさめましたが、その時は、これからの 1ヶ月以上にわたって水とガス、そしてあらゆる生活全

体に大変な思いをするとはわかりませんでした。

起きてみて家の中の様子に驚き、これはただごとではないなと思いましたが、まず外を伺ってみようと

トイレを済ませ（水が使えました）表に出たりしました。昼過ぎまで、自宅と近くの実家の片づけをして

いましたが、実家の方はもう水道が使えないことから、わが家はマンションの屋上のタンクの水が出てる

だけだ、溜め水の必要があるとやっと気がついた次第です。急いで、風呂や鍋、ヤカンに水を溜めました。

家の近くのわき水の所には長蛇の列です。夕方には、屋上のタンクも空になって、マンションも断水にな

りました。

しかし、私は 3日か 4日ぐらいのことと思っていたのです。テレビはすぐ映りましたので、ニュースを

見ているうちに、自分の置かれた状態が大変なことがわかってきました。自転車で近所をまわってみて、

倒壊した家やマンション、壊れたタンク類、塞がれた道をみて、もとの生活に戻るのは時間がかかること

が認識できました。

そして、次の日から、つらい水くみの毎日がはじまったのです。近くの善意の方が、井戸を開放してく

ださったので、並ぶ時間はほとんどなかったのですが、 20kg近くあるポリ容器の水は．重いこと。何往復も

すると、体がきしみます。トイレを流すのに、たくさんの水がいることを初めて知りました。全自動の洗

濯機を動かすのに、何杯もポリ容器の水がいります。食事の支度、後片づけにも水がいります。洗面にも

いります。生活には、なんと水の必要なことか。水道をひねって水を出していると、何リットル使ったの

かわからないから、今までふんだんに使ってきました。水道代も、他の光熱費に比べて高くはないのでよ

けいにです。ガスは出なくても、電気で代用ができますが、水は水でしかできません。水道が出た時は、

うれしくてしかたありませんでした。あの時あんなに節約しながら使った水を、今またいつばい洗い流し

ています。でも、もしもの時のために、風呂場にはポリ容器をいつも置いています。地震後の水の苦労を

忘れないために、そして大切に使うためにです。

「震災で水の大切さを痛感して」 井床 香寿子 (40歳） 西山町16-1

今回の震災で犠牲になられた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

1月17日に起こった地震は、自然の大きな力に人間の力の及ばない悲しい面を数多く見せつけられまし

た。科学の進歩した現代社会も恵まれた便利な生活に慣れきってしまった私たちも大変なショックを受

け、何が一番大切かという原点を考えさせる良い体験となりました。

予期せぬ地震に何の用意もなかった私は、一番に飲料水の確保に奔走しました。生きるためには、「水」

が必要不可欠であることを心から実感しました。

家の井戸水も地震で水脈が切れたのか水の音がしなくなっており、だんだん心細くなっていた頃、近所

の親切な方がおうちの井戸水（飲料水としても OK) を皆様に開放して下さいました。その時の喜びと感

動は今だに忘れられません。忘れてはいけないと思います。長い列をただひたすら寒さに震えながら並び、

ヤカンやポリタンク、お鍋、水筒とありとあらゆるものを持ち出して感謝しつついただきました。飲料水

として使えるものをトイレに流すのはもったいないと思いながら使いました。トイレに使う水、食器を洗

うための水は、家族で考えながら、色々工夫して使いました。今まで何気なく使っていた水ですが、こん

なにも贅沢に使っていたのかと深く反省し、この震災の教訓として得た貴重な体験を通して、大切に無駄

使いしないよう、節約に心がけるようになりました。
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また一週間もしないうちに各地方、各都市から給水車が来て下さるようになり、水の確保には困らなく

なりました。同時に復旧にも、昼夜を問わず懸命に尽力下さった方々に心より感謝致しますと共に厚くお

礼申し上げます。

市の水道部の皆様も連日連夜、大変な毎日を送られたことと思いますが、3月11日、洗面所の蛇口から

水の出る音がした時の感激は、何ものにも代えがたく、皆様のおかげと心より感謝致しております。

今後の課題として生活用水と飲料水を分類し、日頃から自然の井戸水などの確保や利用を考え、災害時

に備えていただけたらと願います。

「水への認識」 友田 雅子 (69歳） 高浜町4-1 -1823 

この度の地雛は、その犠牲の中でも色々の教訓を得られましたが、その中で一番私共に知らされたのが

水でした。生きてゆく 上での不可欠なものでした。それなのに「水道の栓をひねれば水が出る。」この状態

を当たり前に思い、水に対する認識があまりに稀薄で、それゆえ備えは零でした。

私は今、水道モニターをさせていただいていることを幸いに思い、勉強させていただきたいと思います。

水がなければ食事の支度、洗濯、入浴その他もろもろができません。そして飲む水なしでは、生きてゆ

くことはできないのです。

わが家は、 3月の上旬まで水道は出ませんでした。このことは、市の水道部としては、最善を尽くされ

たと思いますが、その経緯はお聞きしたいと思っています。

私は初め子供の家に行き、後は避難所姪らし、そして昼間は家に帰り地震の後片づけをしたのですが、
らっさょう

倒れた冷蔵雁から飛び出した辣韮の汁、棚から落ちた天ぷら鍋の油、液体の洗剤等、水なしではどうす

ることもできませんでした。 しかし、わが家はお風呂のお湯だけは翌朝ぬくことにしていますので、その

分だけは助かりました。

ずいぶん色々の地方から、お水を運んでいただきましたが、その地名に頭の中で地図を描き、どれだけ

感謝いたしましたことか、そのことからも、私は生きる上の謙虚さを知りました。また水が重いというこ

とも充分思い知らされました。我が家は18階ですので、ボランティアの若き青年に大変お世話になり 、深

く感謝しております。

最後に、地震の翌朝初めて一軒に紙コップ半杯いただきました水の味を忘れることはできません。そし

て、それ以後水を大切に使っています。

あの日から 1年今思うこと

（広報あ しや 平成 8年1月15日号よ り）
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章 市民の問い合わせと水道部の応対

1.通水の見通しについて。復旧の目途はいつになるのか。

（理 由） 転出先を探す必要がある。

子供の学校の心配。

一時避難するかどうかの判断のために復旧の目途が必要。

避難所、避難先から自宅にもどりたい。

（水道部） 1月27日から、通水している普及率、給水区域、臨時給水所を「地震災害情報」で発表。

2.水道はどのあたりの地域で出るのか。

＊ 住民からの問い合わせが一番多かった。

（水道部） 市街地は 1月25日からやっと通水開始することができたが、当初は復旧本部の復旧情報が

十分でなかったが、 1月27日頃から地震災害情報紙等で情報体制が不十分ながら確立した。

3. どこへ行けば水がくめるか。一番近い場所を教えて欲しい。

（水道部） 最寄りの応急給水栓（消火栓）から24時間の給水、給水タンク車で給水を受けて下さい。

4.避難所で炊き出しをしているが、至急水が欲しい。

5.応急給水栓（消火栓）からの水は飲めるのか。

（水道部） 赤い水、白い水が出る区域も多かったため、 「飲み水に使用するときは出来るだけ煮沸し

て下さい。」と表示した応急給水栓も一部あった。

6.給水タンク車が家の前を通らない。どうなっているのか。

（水道部） 給水タンク車は定位置を決めて給水していたが、市民の要望により給水タンク車を移動さ

せながら給水活動をしたため、タンク車は移動しながら給水しているとの誤解を与えた。

7.家屋内、敷地内での漏水が発生したが、忙しくて修理業者が来てくれない。

（水道部） 震災後の 2週間頃から修理の依頼と苦情が市へ殺到した。指定業者だけでは間に合わない

ので、指定業者の開栓の担当者にも応援させたが、依頼件数が多いためなかなか間に合わな

かった。

8.通水はなぜ山手地区からになるのか。

（水道部） 自然流下式で給水しているため、高度の高い地区から低い地区の順になった。

9.隣は水が出るようになったが、自分の家はまだ水が出ない。どうなっているのか。

（水道部） 当初は、応援都市、指定工事店、芦屋市の通水の方法が統一されていなかったので非常に

混乱した。

避難先から電話で開栓の依頼があって自宅を訪問するも、不在の場合は立会者がいないの

で開栓できなかった。開栓には、立ち会いが必要であることを説明。

応急の一栓立ち（敷地内の漏水のため開栓できない場合に設置）を立てることで、応急給

水用に使用した。

混乱の状況の中では市民との連絡がうまくいかなかった点もあった。
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10. 

（水道部）

11. 

応急復旧した後の水について、 赤い水、 サビが出るが飲んでも大丈夫ですか。

雑排水に使用してもらうか、水を沸騰させて飲んで下さい。

復旧工事のできない地域の確認

（水道部） 当初から場所が特定できていれば対応できたが、 4月ぐらいまでは全く分からなかったの

で混乱した。倒壊した家屋等を撤去してからでないと状況が分からない点もあった。

あの日から 1年今思うこと

（広報あしや平成8年 1月15日号より）
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第<章 芦屋市水道耐震化指針
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田はじめに

阪神・淡路大震災は、 6,000人を超える死者が出、芦屋市でも400人を超え、鉄道・道路・建物・ライ

フライン等の都市施設に甚大な被害を与え、都市機能がマヒし市民生活に大きな支障を来たした。

芦屋市の水道施設も、取水口から末端の給水装置まで市域の全ての施設に甚大な被害を蒙り、 1月17

日の午前 9時頃には全市域が断水になるという未曾有の事態となった。

被災直後は被害状況の情報も得られず、災害復旧の体制もとれない状況下で応急給水と応急復旧作業

を行っていった。

水道施設の被害は、かってない状況と件数にのぼり、復旧作業の当初は、人員及び資材不足と、交通

・電話のマヒにより困難を極めた。

しかし、厚生省・兵庫県・大阪府・ （社）日本水道協会をはじめ、全国の水道事業休・民間の水道関

係者・自衛隊・民間ボランティアなど多くの応援を得て、日夜懸命に応急給水と応急復旧工事が進めら

れ、 2月27日には、ほぽ全市域を復旧することができた。

芦屋市水道部では、 「芦屋市水道復典計画検討委員会」を設置して、災害時のライフラインの被害を
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最小限にくい止め、都市機能を維持できる都市基盤の整備を図るため、災害に強く早期復旧ができる水

道施設を構築するために、水道耐震化指針を策定することにした。

恒l水道施設の被害

(1) 貯水施設

奥山貯水池の旧堤（奥池）堤体リップラップの一部が崩壊し、取水塔が傾斜した。

(2) 取水施設

本谷・椿谷の取水口がクラックにより漏水し、芦屋川の取水口が岩石の崩落により施設が全壊し

た。

(3) 導水施設

本谷の導水管路（ゅ 1,200mm)が法面の崩落により露出し、本谷・椿谷の導水管のコンクリート管

継手にクラックが入り漏水、人孔が破壊された。

奥山貯水池の導水管（ゅ 500mm)路に落石があり損壊した。

(4) 浄水施設

3箇所の浄水場のうち、奥山浄水場に大きな被害が出た。

構造物では、調整池（前処理） ・着水井・沈澱池・集合井の側壁・床面にクラックが生じ漏水、ろ

過池は、 4池とも側壁・床面のクラックによる漏水があり平常のろ過が不能となった。

また、管理棟も柱・壁等と浄水場周辺の石積にも多くのクラックが生じた。管路については、場内

配管が一部破損した。

設備の被害は奥山・奥池浄水場のテレコントロールが、計装架線の断線等により一時停止と異常を

生じた。

(5) 送・配水施設

構造物では、第一中区配水池の側壁・床面のクラックによる漏水、第 2中区・低区配水池の擁壁・

石積・側溝等にクラックが入り損傷した。

送・配水管の被害は297箇所と全市域に被害が発生し、管体の折損等が35%、継手の抜け等が58%

を占め、継手部分の被害が多かった。

属具類では、仕切弁・分水栓等で65箇所の被害があった。

管種別では、ビニール管・鋳鉄管に被害が集中した。

(6) 給水管・給水装置

公道下の被害箇所は316箇所で、宅地内の被害箇所は 2,934箇所となり、被害はビニール管に多く、

宅地内で地中から建物内へ入る箇所に被害が多かった。

受水槽を設けた装置では、ビニールライニング鋼管のネジ部での破損が多かった。公道の給水分岐

に使用（昭和46年から採用）していたポリエチレン管は、ほとんど被害はなかった。

③ 応急給水と応急復旧

(1) 応急給水

被災直後、約 3時間後には全市域が断水する状態となり、過去にもこのような状況を経験したこと

がなかったので応急給水は混乱し、パニック状況を呈した。

1月17日から病院・一部避難所へ応急給水を行い、翌18日からは自衛隊及び全国自治体、 19日から

は民間団体も加わり、 3月1OHまで (53日間）応急給水を行った。

ピーク時には28拠点 •62団体・ 128台の給水タンク車と 329人の支援を得て、延べ1,657団体・延べ

車両3,592台・延べ人数10,419人になった。

応急復旧の進捗に伴い、 1月28日以降市内各所の消火栓から応急給水栓 (24時間給水）を96箇所に

設置し、 5月12日までの105日間にわたり応急給水を行った。

(2) 応急復旧

被災直後には、総給水戸数33,400戸のほとんどが断水状態に陥り、奥池地区は 1月23日までに全戸

給水が出来たものの、市街地では 1月24日まで全戸断水の状態が続いた。
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被災直後から全国の自治体から応援の申し入れが有り、 1月19日の 1自治体を先頭に計48自治体か

ら復旧応援の協力を得て、市街地は 1月25日から給水開始ができ、被災 2週間後の 1月31日には全市

域復旧率を30％とし、 3週間後の 2月7日には60％を超え、 6週間後の 2月27日には倒壊家屋のため

通水不能な箇所 (4%) を残し、市内全域で応急復旧が完了した (96%）。

この間ピーク時には、 1日16班230人の応援を得て、延べ5,745人の全国自治体の職員と水道関係業

者の応援を得て復旧出来たものである。

④ 耐震化の計画目標

計画目標は、阪神・淡路大震災と同程度の地震を想定してこれに応えられるように設定する。

(1) 応急復旧の目標

今回の震災では応急復旧に 6週間 (42日間）を要したが、この教訓を踏まえ今後対応策を検討し、

応急復旧は 3週間以内に終えることを目標とする。

(2) 応急給水の目標

応急給水の目標は、施設の復旧が進捗するにつれ段階的に増加していくことにする。

段階が進むにつれて応急給水所を増やし、市民が近い場所から給水を得られるようにする。

・目標水量
表ー 1 応急給水の目標

地震発生からの日数 目標水量 市民の運搬距離

① 地震発生～ 3日 3 ¢／人・日 概ね 1km以内

② 地震発生～10日 3 e ~20 e／人・日 概ね250m以内

③ 地震発生～15日 20¢ ~100¢ ／人・日 概ね100m以内・

④ 地震発生～21日 被災前の給水量 各戸給水

・給水の方法

① 配水池や今後避難所等に整備をしていく耐震性飲料・消火兼用貯水槽からの拠点給水と、給水

タンク車による運搬給水

② 配水本管の消火栓に設置する応急給水栓による給水と給水タンク車による運搬給水

③ 配水支管の消火栓に設置する応急給水栓による給水と給水タンク車による運搬給水

④ 各戸への給水仮管からの給水や、宅内仮設給水栓による給水

(3) 計画の期間

計画策定にあたっては、基幹施設、管路等の耐震化については、概ね 5年以内に実施するものを「短

期計画」、概ね20年以内に実施するものを「中長期計画」とする。

固芦屋市水道の耐震化対策

耐震化対策の基本方針を以下の通りとする。

① 「災害に強い水道施設づくり」

地震が発生しても、十分な耐震性及び機能を有する施設づくりをする。

② 「早期復旧ができる施設づくり」

被災後、早期に復旧ができる施設を整備する。

③ 「地震時の体制づくり」

被災後の給水の確保と、被害施設の早期復旧ができる体制の確立をする。

(1) 基幹施設

l)短期的対策

被災施設の調査を行い、施設の補修を行う。

① 奥山貯水池（旧堤）は、堤体リップラップと取水管の復旧を行い、堤体の測量・調査し、破損

箇所等の復旧を行う。

② 芦屋川取水口は、河床・山腹の補強を行い復元する。
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奥山貯水池の導水管は継手・人孔の補修をし、耐震性の向上を図る。

③ 奥山浄水場の着水井・沈澱池・集合井は伸縮目地等の一部補修を行い、ろ過池は全面的な改修

を行う。

④ 配水池は、クラック等の補修を行い、今後耐震化の検討を行う。

2) 中長期的対策

．浄水場は、経年化の進んでいる構造物については、長期計画をたて耐震性を確保した施設にする。

•今後新設する配水池は、容量を増やし耐震性のものにする。

．浄水場内管路については、耐震継手管、伸縮可とう管で耐震性を確保する。

・送水管は、今回被災した箇所、配水池間の連絡送水管は耐震継手管に布設替えをする。

•各配水池と各配水ブロックをバックアップする機能強化のための施設の整備を行う。
(2) 管路

1)短期的対策

配水管で今回被災箇所で大きな被害が出た管路は、耐震性継手管に布設替えする。

地盤が軟弱な埋立地、盛土の造成地、地滑りや道路崩壊が生じた箇所、又は生じやすい地域には

耐震継手管に布設替えする。

2) 中長期的対策

① 配水幹線と、配水支管の¢ 150mm以上については、優先して耐震継手管に布設替えしていく。

② 地震による被害を少なくし、早期復旧ができる施設にするため、浄水場、配水池を基本にした

配水ブロックの重要度の高い幹線から耐震管路に整備していく。

③ 災害時に緊急性の高い施設（避難所、救急病院、福祉施設、災害弱者の施設等）への路線につ

いては、耐裳管路に整備していく。

④ 埋立地への供給管路については、複数系統にし、バックアップできる系統とする。

(3) 緊急貯留システム・給水拠点

今回と同程度の地震では、すべての被災はまぬがれないことから、施設の復旧回復までの間応急給

水が必要で、緊急時の給水拠点、運搬給水拠点、応急給水栓を整備する必要がある。

l)短期的対策

① 緊急給水拠点

防災拠点（学校、公園等）に「耐震性飲料・消火兼用貯水槽」を設置していき、表ー 1の①の

期間における概ね l人 1日3f X 3日の目標水量を確保する。

2) 中長期的対策

① 運搬給水拠点

緊急時の給水拠点となる配水池に緊急遮断弁を整備し、水の確保を行い運搬給水をするもので

表ー 1の①②段階の拠点を確保する。

② 応急給水栓

配水幹線、配水支管の応急復旧に伴い、仮給水を拡大していくもので、表ー 1の②③刈）の段階

で給水するための消火栓を整備する。

(4) 水管橋（短期的対策）

橋梁添架管と橋の支承部等には、地震による歪みや抜けが起るので、伸縮可とう管等で耐震化と管

体強度の向上を図る。

(5) 管路の付属設備（短期・中長期的対策）

仕切弁・空気弁・消火栓の弁体強化や、配管方法の変更を検討する。

(6) 給水装置の構造（短期・中長期的対策）

メーター以降の給水装置の耐震化も重要で、給水管の材質、伸縮可とう管等の使用、配管工法のエ

夫、受水槽・高置水槽の耐震性強化についても検討する必要がある。

メーターまでの給水装置の耐震化については、給水装置施行基準を改正して新設・改造工事の時期

に改善を行う事が必要である。

(7) 監視、制御システムの整備（中長期的対策）
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今回の大震災では、通信マヒにもよるが、全体の被害が把握できず、又初動の体制もなかったこと

から復旧が遅れたことはいなめない。

被害の把握、応急給水、応急復旧工事の計画をする上で、流量計・水圧計等を設置し緊急時の監視、

制御を行うためのシステムの構築を検討する。

(8) 広域的バックアップ

芦屋市と隣接する水道事業体と、相互応援が可能となる連絡管によるバックアップ機能の整備を検

討する。

(9) 地震時の体制の確立

被災直後の通信・交通マヒにより混乱した中で初期の体制がとれなかった。このため被害調査、応

急給水、応急復旧の体制づくりが遅れ復旧に 6週間を要した。

このため以下の方策を検討する。

l)今回の教訓をふまえ、地震時の防災計画を策定し、震災時のマニュアルを作る必要がある。

2)相互応援体制の確立

大地震が発生した時には、一水道事業体では、早期復旧はおろか、目途も立たないことになり、

応急給水、応急復旧工事には多大の人と資機材が必要である。このため、佃日本水道協会関西地方

支部を中心とした相互応援体制の整備が重要である。

阪神水道企業団とも、施設の復旧時の相互応援体制を検討する必要がある。

3)応援体制の確立

水道管工事業者、資材メーカー、他行政機関、ボランティア組織等とも応援体制の整備を進める

必要がある。

4)資機材の備蓄

応急給水、応急復旧の資機材は、他都市との相互応援協定により点検し整備することと、材料の

規格統一を図ることが必要である。

5) 通信・情報連絡体制の整備

① 応急給水、応急復旧工事用の携帯電話等の整備

② 阪神水道企業団と緊急時でも連絡可能な専用回線等の整備

6)広報活動の整備

今回の大震災では、人員・広報車の不足により広報活動が不足し、市民の不安解消のための早期

情報伝達が遅れた。

市民は通水の見通しや、応急給水箇所に関することを求めており、これらに対応するには、被害

状況を的確に把握し、復旧計画を早く立てることが重要である。このためには、復旧本部の通信・

情報手段を確保し、連絡を密にしておく必要がある。

市広報紙（災害情報）、マスコミ、 CATV等の活用を図り整備していく必要がある。

(1()) 芦屋市水道復興計画検討委員会

1)委員名簿

委員長

副委員長

未女~ 員

，， 

，， 

，，， 

，，， 

ク

ク

水道 部 長

水道部次長

ケ

，，， 

営 業課長

施設整備課長

営業課課長補佐

工務課課長補佐

工務課維持係長
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2)審議経過

第 1回平成 7年6月6日

（審議内容） ① 水道施設被害と復旧状況

② 検討課題

第 2回平 成 7年7月17日

（審議内容） ① 大震災を振り返って

（裳災直後、組織、対外広報宣伝、応急給水、衰器材の調達、応急復旧、

市民からの要求）

第 3回平 成8年3月11日

（審議内容） ① 計画目標

② 耐震化方策

③ 指針（案）

第 4回平 成8年3月21日

（審議内容） ① 指針（案）

あの日から 1年今思うこと

（広報あしや平成8年1月15日号より）
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新
潟
市
、
長
岡
市
、

三

条
市
、
柏
崎
市
の
戦
員
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
邪
市
の
管
工
事
業
協
同
組
合
で
工
作

隊
を
編
成
、
第
三
次
隊
ま
で
派
逍
し
、

二
月
十
五
日
に
支
扱
活
動
を
終
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
問
の
べ
七
百
卜
六
人
の
人
負
の

ほ
か
、
給
水
巾
、
建
設
機
械
を
は
じ
め
、

応
急
作
業
に
必
吸
な
追
具
一
式
を
搬
入

し
て
い
ま
す
。

私
は
二
週
間
ほ
ど
芦
歴
市
に
お
り
ま

し
て
、
水
逍
部
の
際
負
と

一
絣
に
応
急

給
水
、
彼
む
湖
在
、
復
旧
戦
略
等
の
支

援
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
職
月
の
中
に

Uf

』
-

C
、

支
援
活
動
に
思
う

新
潟
市
水
追
局
企
画
室
長
補
佐

大

沼

博

幹

苧←ノ・んJ,:l 

疇正“わぞ`
．．表●●1

災書J

i‘ 

は
住
宅
が
全
壊
さ
れ
た
方
、
避
雅
所
か

ら
仕
事
に
来
て
い
る
方
も
お
り
ま
し
た

が
、
一
日
も
早
い
通
水
に
向
け
て
戦
員

の
必
死
の
努
カ
・
使
命
惑
に
は
、
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。
我
々
支
援
部
隊

も
精

一
杯
の
努
力
が
必
疫
と
祁
感
し
た

次
第
で
す
し
、
多
く
の
都
市
か
ら
支
祝

に
来
ら
れ
た
方
々
も
同
じ
思
い
で
あ

っ

た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

水
泊
の
復
旧
に
つ
い
て
市
民
の
方
々

か
ら
み
れ
ば
不
沿
も
多
か

っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
内
部
で
は
利
一
杯
の
努

力
を
し
た
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
地
裳
を
契
機
に
し
て
、
水
逍

界
で
も
今
後
の
水
近
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
給
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
議
論
の

エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
水
逍
事
某
は
次
の
世

代
の
た
め
に
、
た
と
え
費
川
は
掛
か
っ

て
も
質
の
瓦
い
水
氾

（事
故
や
災
害
に

強
い
水
通
）
を
造
り
上
げ
て
い
く
必
吸

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
地

痕
で
敗
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
昴

い
中
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
芦
屋
市

の
一
日
も
早
い
復
典
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

T
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〈添付資料〉 芦屋市水道復興計画検討委員会要綱

（設置）

第 1条 あらゆる災害に強い水道施設づくりの具体的な方策を検討するため、芦屋市水道復典計画検討

委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（目的）

第2条 委員会は、第 7条に規定する事項を審議し、 「芦屋市水道施設復興計画」を策定することを目

的とする。

（組織）

第3条 委員会は、委員長、副委員長及び委貝若干名で組織する。

2 委員長は、水道部長をもって充てる。

3 副委貝長は、水道部次長（技術系）をもって充てる。

4 委員は、部職員のうちから委員長が必要と認めた者。

（委員長）

第4条 委員長は、委員会を主宰する。

（招集）

第 5条 委員会は、委員長が招集する。

（会議）

第6条 委員会は、委員長が招集しその議長となる。

2 副委員長は、委員長が出席できないときは議長を代行する。

（義務）

第 7条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

(1) 基幹施設の耐震化とバックアップシステムの構築

(2) 管路の耐震化

(3) 緊急・貯留システムの整備

(4) 水管橋、管路の付属設備、給水装置の構造、材質変更

(5) 監視、制御システムの整備

（関係者の出席）

第8条 委員会は、委員以外の職員及び関係者の出席を求めて意見を聞くことができる。

（庶務）

第 9条 委員会の庶務は、施設整備課において処理する。

（報告）

第10条 委員会は、審議の結果を書面をもって管理者（市長）へ報告しなければならない。

委員の任期は、管理者（市長）へ報告をもって終了する。

（その他）

第11条 この要項に定めるもののほか、委貝会の運営に関し必要な事項は委員長が委員会に諮って定め

る。

付則

この要項は、平成 7年4月1日から施行する。
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〈資料 l〉 水道施設被害状況

番号 系統 施設区分 場 所 被 害 状 況 工 事 内 容

l 奥池 〔取〕取水口 奥池22先（本谷） 構造物のクラックによる漏水 止水モルタルによる破損部の補修

2 奥池 〔取）取水口 奥池18先（椿谷） 構造物のクラックによる漏水 止水モルタルによる破損部の補修

リップラップ崩壊 (700mり、取水棟の傾
リップラップ•取水塔復旧

3 奥池 〔貯〕貯水池 奥山貯水池 堤体測量調在・余水吐補修
斜及び関連施設破損

崩壊破損ヵ所の復旧

法面崩壊による導水管路（ fl,200mm)
H杭 (L=lOm)打込工法及び土のう積みによる管路保護

管路調壺、止水モルタルによる破損部の補修

4 奥池 〔導〕導水路
奥池町22~ の露出

貯水池 導水路構造物（管路共）のクラック、人

孔の破損 崩壊部（道路、法面）及び施設の復旧

5 1日関軍取水施設の整備（土エ・配管工事）

6 旧関電取水施設の整備（水門設備工事）

7 岩石崩壊 (4,000mりによる取水施設の 旧関電取水施設の整備（計装設備工事）

奥山 〔取〕取水口 奥山 1番地先
全壊8 応急取水ポンプ設置

， 沈砂池、暗渠クラック補修

10 岩石除去、取水施設復旧
................................. 

岩石崩壊による取水施設の全壊 ¢ 400mmD I P布設 L=l,600m 旧関電取水施設～取水口

11 奥山 〔導〕導水路 奥山 1番地先 導水管間（がi500mm)の管理用通路 L=70
0mの区 こ洛石

取壊し除去

12 奥山 〔浄〕調整池 前処理施設 側壁・床面のクラックによる漏水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入補修

13 奥山 〔浄〕着水井 奥山浄水場 側壁のクラックによる漏水 クラソク及び破損部にエポキシ樹脂注入補修

14 奥山 〔浄〕沈殿池 奥山浄水場 側壁・床面のクラックによる漏水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入補修

15 奥山 〔浄〕ろ過池 奥山浄水場
緩速ろ過池 (4池）側壁・床面のクラッ

クラック及び破損郎にエポキシ樹脂注入補修
クによる漏水

16 奥山 〔浄〕集合井 奥山浄水場 側壁のクラックによる漏水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入補修

17 奥山 〔浄〕場内配管 奥山浄水場 f 100mm、 f200mm破損（石綿管） 破損部補修

18 奥山 〔浄〕管理棟 奥山浄水場 柱、壁等のクラック クラック修理及び内装修復

19 奥山 〔浄）土地 奥山浄水場 県道側石積み H=7.0mのクラック発生 石積み等破損部の補強及び復旧

20 奥山 〔浄〕そレコいロー1し 奥山浄水場 各施設間の計装架線の破断 高区～第一中区計装架線の取替

,f, 150mm D I P仮配管、仮弁室設置

ポンプ池クラック漏水、流出人管及び定
戸5mmVP仮配管

21 奥山 〔送〕ポンプ井 朝日ヶ丘ポンプ楊 水位弁室破損 ¢ 150mrnD I P配管、弁室復旧

石積のクラック及び沈下、法枠陥没
ポンプ池のクラック及び破損部にエボキシ樹脂注入補修

石積、法枠等の補強及び復1日

22 阪水 （配〕配水池 第一中区配水池 側壁・床面のクラックによる漏水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入補修

23 六麓荘 〔貯〕貯水池 六麓荘浄水場 側壁・床面のクラックによる連絡管破損 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入、連絡管補修

24 六麓荘 〔浄〕ろ過池 六麓荘浄水場 側壁・床面のクラックによる漏水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入、連絡管補修

25 六麓荘 〔配〕調整池 落合調整池 側壁のクラックによる漏水 クラソク及び破損部にエポキシ樹脂注入、連絡管補修

破損部補修、布設替、仕切弁・空気弁修理及び設置 〔配〕

配水管、仕切弁等の破損による漏水
共同仮設栓設置、給水装置等 〔配〕

給水装置

漏水調査（音聴調査等）

¢ 200芦屋浜共同溝破損による漏水 配水管破損部補修 〔配〕

芦屋川、宮川水管橋取付部 ¢ 150-¢ 450mm伸縮可とう管設置 16ヵ所X2 〔配〕

奥池 ¢50VP、¢ 75C I P破損による漏水 ¢ 50、 ¢ 75mmD I Pに布設替 L=l,400m 〔配〕

26 
奥 lll 〔送〕〔配l〔給］

市内全域 ,f, lOOC I P破損による漏水 lOOmrnD I Pに布設替 L=l,800m 〔配〕
六麓荘 送・配・給水管

阪水 /1双IP祓損による漏水、道路崩壊によるパイパス工事他 f 150mmS IIに布設替L=l,600m〔送〕、L=500〔配〕、L=l,100 

f200C IP破損による漏水 ¢ 200mrnS IIに布設替 L=450m 〔配〕

f 2双IP破1月による漏水、県道奥叫青道線バイパズ［事 ¢ 250mmS IIに布設替 L=500m 〔配〕

¢300橋梁損壊による漏水、 JR跨線橋 ¢ 300mmS II橋梁添架 L=80m 〔配〕

が500DI P液状化による管路移動 戸OOmmSII橋梁添架 L=300m 〔送〕

本管復旧による仮管撤去 (DIP) ¢ 100-lSOmmD I P L=300m 〔配〕

本管復旧による仮管撤去 (PEP) f20-50mmP E P L=2,600m 〔給〕

27 材料倉胴 潮見町 建物の液状化による傾き
鉄骨枠補強及び壁面復1日、床レベル調整、屋根全面葺替え、

内外面塗装、門扉・側溝等復旧

28 管理用道路 奥山 切土法面崩壊 崩壊法面岩撤去及び落石防護網復旧

〔取） ＝取水施設、 〔導〕＝導水施設、 〔浄〕＝浄水施設、 〔配〕＝配水施設、 〔送〕＝送水施設、 〔給〕＝給水施設、 〔貯〕＝貯水施設
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〈資料2〉 応急給水の支援状況（団体数・車両台数・人数）

｀ 
自治体 自衛隊 民間団体 合計

団体数車両台数人数 団体数車両台数人数 団体数車両台致人数 団体数車両台数人数
1 /17 

18 8 8 17 1 56 160 ， 64 177 
19 29 29 63 1 34 160 1 5 5 31 68 228 
20 45 45 106 1 47 160 3 3 4 49 95 270 
21 43 43 116 1 47 160 2 2 3 46 92 279 
22 50 56 121 1 47 160 51 103 281 
23 50 69 144 1 47 160 2 2 2 53 118 306 
24 53 72 147 1 47 160 2 2 2 56 121 309 
25 59 72 152 1 50 160 2 2 2 62 124 314 
26 58 73 167 1 53 160 2 2 2 61 128 329 
27 55 6G 160 1 52 160 1 1 1 57 119 321 
28 54 68 153 1 52 160 1 1 1 56 121 314 
29 54 67 151 1 52 160 1 1 1 56 120 312 
30 56 67 152 1 52 160 1 1 1 58 120 313 
31 54 67 152 1 52 160 1 1 1 56 120 313 

2/  1 48 62 144 1 52 160 1 1 1 50 115 305 
2 49 65 147 1 52 160 1 1 1 51 118 308 
3 48 55 141 1 52 160 49 107 301 
4 45 55 129 1 52 160 46 107 289 
5 45 53 111 1 52 160 46 105 271 
6 41 47 104 1 50 160 42 97 264 
7 42 47 102 1 50 160 43 97 262 
8 43 50 109 1 50 160 44 100 269 ， 43 51 llO 1 50 160 44 101 270 
10 42 51 110 1 50 160 43 101 270 
11 36 42 82 1 50 160 37 92 242 
12 35 42 82 1 50 160 36 92 242 
13 35 42 82 1 50 160 36 92 242 
14 35 42 82 1 50 160 36 92 242 
15 35 42 80 1 50 160 36 92 240 
16 34 40 76 1 28 160 35 68 236 
17 29 32 68 1 28 160 30 60 228 
18 31 32 68 1 28 160 32 60 228 
19 28 32 63 1 28 160 29 60 223 
20 19 22 45 1 28 160 20 50 205 
21 17 20 41 1 14 160 18 34 201 
22 17 20 41 1 14 160 18 34 201 
23 17 20 41 1 14 160 18 34 201 
24 17 20 41 1 14 160 18 34 201 
25 17 19 41 1 14 160 18 33 201 
26 11 13 27 11 13 27 
27 11 13 27 11 13 27 
28 11 13 27 11 13 27 

3/1 7 ， 18 7 ， 18 
2 7 ， 18 7 ， 18 
3 7 ， 18 7 ， 18 
4 6 8 16 6 8 16 
5 6 7 14 6 7 14 
6 6 7 14 6 7 14 
7 3 4 8 3 4 8 
8 2 4 8 2 4 8 ， 2 4 8 2 4 8 
10 2 4 8 2 4 8 

合計 1,597 1,909 4,152 39 1,658 6,240 21 25 27 1,657 3,592 10,419 

（備考） 1 自治体関係の数値は、給水拠点の班別表 (4班8組編成）の資料をもとにした。
2 自衛隊の支援車両台数は、給水能力を有する車 (1トン）のみで、自衛隊は市内の避難所、小中学校
等15ヵ所を拠点に応急給水を実施。

3 応急給水の内容は、給水タンク車 (1トン～16トン）、ポリタンク容器（飲料水入り）、パック水、ペ
ットボトル、ポリ袋等の多種多様となっている。
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〈資料3〉 応急給水支援団体一覧表（上水のみの補給団体も含む）

平成 7年1月17日から 3月10日まで (53日間）

都道府県名 支 援 団 体 名 団体数

新潟県 新潟市 1 

東京都 消防庁 1 

埼玉県 川口市 1 

千葉県 北千葉広域水道企業団、習志野市 2 

山梨県 甲府市 1 

静岡県 熱海市、浜松市、伊東市 3 

愛知県 県企業庁水道部、安城市、岡崎市、碧南市 4 

三重県 鈴鹿市 1 

石川県 金沢市、加賀市、松任市、珠洲市、羽咋市 5 

県企業庁、大津市、彦根市、近江八幡市、八日市市、長浜水道企業団、草津市、

滋賀県 守山市、甲南町、五箇荘町、愛東町、土山町、木之本町、栗東町、水口町、日 24 

野町、永源寺町、蒲生町、野洲町、甲賀町、石部町、信楽町、甲西町、中主町

京都府 府企業局、福知山市、宇治市、宮津市、山城事業所、園部町、岩滝町 7 

奈良県 御所市、斑鳩町、三郷町、平群町、安堵町 5 

府水道部、大阪市、守口市、門真市、吹田市、和泉市、泉南市、四条畷市、柏

大阪府 原市、茨木市、摂津市、寝屋川市、枚方市、豊中市、熊取町、忠岡町、岬町、 18 

美原町

県北摂整備局、県企業庁、姫路市、三田市、龍野市、西脇市、豊岡市、八鹿町、

兵庫県 山南町、氷上町、山崎町、香住町、波賀町、丹南町、吉川町、太子町、家島町、 19 

篠山町、温泉町

和歌山県 田辺市、新宮市、上富田町、白浜町、下津町 5 

鳥取県 智頭町 1 

四 国 地方建設局 1 

福岡県 直方市 1 

大分県 別府市 1 

自衛隊 第35普通科連隊 1 

海上保安庁 海上保安庁 1 

日本赤十字社、オーストラリア領事館、アサヒビール（梱、ヤクルト（株、日本水

民間団体等 産昧、阪神ヤクルト販売（株、（樹モチ吉、ミナトヤ運輸（松、（樹山川建設、あしが 14 

ら環境保全（株、竹本容器味、（法）大阪府木材連合会、天理教、霊友会

合 計 117 

（順不同）
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〈資料4〉

月 日

1 /17（火）

18（水）

19（木）

20（金）

21（土）

22（日）

23（月）

24 （火）

25（水）

26（木）

27（金）

28（土）

29（日）

30（月）

31（火）

2/1 （水）

2 （木）

3 （金）

4 （土）

5 （日）

6 （月）

7 （火）

8 （水）

9 （木）

10（金）

11（土）

12（日）

13（月）

14（火）

15（水）

16（木）

17（金）

18（土）

19（日）

20（月）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）

25（土）

26 (日）

27（月）

応急復旧の状況
・奥池地区着手平成 7年1月18日～完了 7年1月28日

・市街地 着手平成 7年1月23日～完了 7年2月27日

復旧率（％） 長さ (km) 給水可能戸数（累計）

奥池地区 第3エ区配水池まで通水

第2エ区配水池まで通水

第 1エ区配水池まで通水

奥池地区全戸通水 470戸

4.0 6. 7 1,300 (1,300) 

12.5 23.0 2,800 (4,100) 

15. 7 28.8 1,100 (5,200) 

18.1 33.2 800 (6,000) 

18.8 34.4 300 (6,300) 

25.2 46.1 2,100 (8,400) 

29.8 54.5 1,500 (9,900) 

33.0 60.4 1, 100 (11,000) 

37. 7 69.0 1,600 (12,600) 

42.8 78.4 1, 700 (14,300) 

46.9 85.9 1,300 (15,600) 

49.5 90.5 900 (16,500) 

56.2 102.9 2,200 (18,700) 

60.3 ll0.3 1,400 (20,100) 

62.0 113.0 600 (20,700) 

64.0 117.0 600 (21,300) 

65.0 118. 9 400 (21,700) 

66.0 120.7 340 (22,040) 

68.0 124. 7 670 (22, 710) 

70.0 128.1 670 (23,380) 

73.0 133.6 1,000 (24,380) 

78.0 142. 7 420 (24,800) 

80.0 146.4 600 (25,400) 

83.0 151. 9 500 (25,900) 

85.5 156.4 500 (26,400) 

87.0 159.2 600 (27,000) 

90.0 164. 7 400 (27,400) 

91. 5 167.4 200 (27,600) 

93.0 170.2 200 (27,800) 

94.0 172.0 100 (27,900) 

94.5 172.9 0 (27,900) 

95.3 174.4 0 (27,900) 

95.3 174.4 0 (27,900) 

96.0 175. 7 3,000 (30,900) 
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・給水戸数 33,400戸

・布設延長 183, OOOm 

復 旧 区 域

市内全域断水

奥池地区漏水修理開始

市街地応急復旧開始

山手・朝日ヶ丘・東芦屋の一部

奥山の一部

大原の一部

奥池地区漏水修理完了

東山・岩園・若宮・春日・打出小槌の一部

三条•西山の一部・

松ノ内・船戸の一部

楠•浜・西蔵の一部

呉川の一部

三条南・上宮川・平田北・川西・大東・南

宮・松浜・西芦屋・月若・親王塚・大桝．

翠ヶ丘・茶屋ノ・宮塚・精道・宮川・打出

•浜芦屋・伊勢の一部

前田・呉川・西蔵•浜の一部

平田・津知の一部

業平・六麓荘・高浜の一部

竹園の一部

新浜•浜風·緑・潮見の一部

公光の一部

清水の一部

応急復旧完了



〈資料5〉 配水管の応急復旧変遷図

H7. 1. 25 給水開始（復旧率4.0%)
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H 7. 2. 14 給水開始より 4週間後（復旧率73.0%)
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H 7. 2. 27 復旧完了（復旧率96.0%)
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〈：食料6〉 取水量・浄水量・阪水受水量・配水量の推移 単位：出

取水量（自己水） 浄水量（自己水） 阪水受水最（配水量） 配水量（面／ Fl)

5年度 6年度 5年度 6年度 5年度 6年度 5年度 6年度

1/17（火） 7,261 3,448 6,026 455 24,310 13, 720 30,336 14,175 

18（水） 7,208 320 7,412 30 24, 730 15,030 32,142 15,060 

19（木） 7,500 446 6,493 91 25,360 14,690 31. 853 14,781 

20（金） 7,472 154 6,889 125 25,290 5,940 32,179 6,065 

21（土） 7,619 344 6,700 385 24,820 4,490 31,520 1,875 

22 I日） 7,743 445 6,542 319 25,960 4,660 32,502 4,979 

23（月） 7,698 906 7,264 995 25,720 5,120 32,984 6,115 

24（火） 7,765 '1,  534 7,095 1,086 25,330 9,730 32,425 10,816 

25（水） 7,587 1,328 7,340 1. 156 24,820 6,590 32,160 7,746 

26（木） 7,558 1,115 6,977 1,008 "5,480 4,630 32,457 5,638 

27（金） 7,513 881 6,894 774 25,130 6,400 32, 0公 7,174 

28（土） 7,515 792 6,253 667 25,160 5,310 31,413 5,977 

29（日） 7,193 593 6,818 559 25,500 12,550 32,318 13,109 

30（月） 7,450 610 7,608 510 25,670 12,080 33,278 12,590 

31（火） 7,190 : ~~ ~~ 577 6,316 486 25,950 14,610 32,266 15,096 

I・ •·~ヤ~mヤ1~t:~ 月~~:~~分~·~~~~~ 小←~: ~ 計~ ·~ ?:~ ~: ~ ~ ~ ~;: :~ ~ ~~;: :~ ~ ~~;: ・ 1~ ~~;1: :~~~ 心~2~：~~ 心,ウ~~5~ ふ~：：~~1~ヤ·：~2 ~ 心ヤ~ 占~~ 心か~~ふ心心ヤ~ ~1心~·~~3心ャ~~ ,~t~4~4:~~ ~ ~中·郎~~~ ~~~ら: ~ ~ ~ ~ ~ 5 ~ 
： ~ ~ ~ ~~ ~~~ : ·~~ ~~~ ~~ 舌~・1 ~~ ~ 心ヤl: ~~ 0心~“：~ ~~ 2ぃふ“1~ ~,ふふ“6:~ ~~ ヤ心も2~~ ~? ん~·~ つ~ も~~ ； う

~:~ ~5~ ~5 ~ • ~ ~さ~：~~ ~5~ 屯~~ヤ~

~~ ~~ ~ ~ 心ヤ~： ・ ~ ~~ ~ “~ら：~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ 認~~”~~ ~~ ~ ~ ~ ~ ? ~~ 心:5~ ~~心~9、~~ r~5~·;/~~~ ~ r~5心~/·~ 0 r~· ~ヽ：~ ~ ~ ~ ’~ ~; : : ~; ~ 5 ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ ·~ ~ ~~ ~~ ~ ~ ~ ~~ ら:~~ ~ ~ ~ ~ ~~1 :~~ ~ ~ 4 ~ ~~：~ ~ ~ 4~ ~~：~ ~ ~ ,~ ~~~ :~ ~ ~ ~ l~ ~ ~ ~ ~ ~ 9~ ~~ ~t ~~ ~ 6~ッ:t ~ ~ 
~心~:~~心:~~”ふ“；~ ~~·~炉”~~技?~~~ ) ~~~ マ-,--ア I --3 rt -

2/1 （水） 7,467 747 6,521 639 24,010 14,940 30,531 15,579 

2 （木） 7,443 723 6,520 615 25,740 15,110 32,260 15, 755 

3 （金） 7,577 648 6,490 569 25,200 17,440 31,690 18,009 

4 （土） 7,703 674 6,546 596 24,880 20,960 31,426 21,556 

5 (U) 7,456 680 6,302 6()2 ,5, 640 20,180 31,942 20, 782 

6 （月） 7,026 723 7,820 647 "5,460 19,030 33,280 19,677 

7 （火） 7,501 633 
~ ： ~ 

6,701 571 25,280 訊｝，380 31,981 20,951 

8 （水） 7,233 671 6,105 592 25,230 22, 790 31,335 23,382 

9 （木） 7,674 711 6,851 638 24,560 23,470 31,411 24,108 

10（金） 7,350 660 6,164 584 24,440 23,470 30,604 24,054 

11（土） 7,291 773 6,802 678 24,520 22,200 31,322 22,878 

12 I日） 7,820 749 6,737 666 23,090 23,050 29,827 23, 716 

13（月） 7,584 787 7,(Xl9 610 26,210 22,550 33,219 23,160 

14（火） 7,436 765 6,785 ~ ~ ~ ~ 636 25.480 25,090 32,265 25, 726 

15（水） 7,316 697 6,408 585 24,800 24,920 31,208 25,505 

16（木） 7,441 777 6,932 646 24,950 24,920 31,882 25,566 

17（金） 7,357 659 6,411 603 25,380 26,150 31,791 26, 753 

18（土） 7,508 757 6,628 673 25,150 ,6, 310 31, 778 26,983 

19（日） 7,481 775 6,687 660 25,870 25,500 32,557 26,160 

20（月） 7,418 638 8,659 588 22,960 24,990 31,619 25,578 

21（火） 7,575 713 5,448 
~ ~ 

~ ~ ~ 623 25,170 24,860 30,618 25,183 

22（水） 7,261 643 7,()()4 573 25,050 26,670 32,051 27,243 

23（木） 7,154 763 6,501 673 25,080 27,070 31,581 27,743 

24（金） 7,550 615 6,683 557 24,380 26,320 31,063 26,877 

25（土） 7,843 752 6,772 648 24,650 26,000 31,422 26,648 

26 (Fl) 7,945 716 6,873 651 25,330 27,330 32,203 27. 981 

27（月） 8,185 752 7,998 684 25,030 26,020 33,028 26, 704 

28（火）

ら·~•~~ ~ 9~ ·~ ~ ~~ ~ ?2~ ~ ·~ ~ ~ ~ ~ ·•; ~~ ~ 月~·・ ~ •;· ~~ ~ ~ ヤ：~・ ~ 分~~~ ~ 心~・ ~ ~ ~ ~ ふ~ ・ i~ ~ ~ jい~・ \~ ~ ~ ~ 計い~・ ~ ~ ~ い’~~ ~ ~ ~ し；~ ~~ ~ “ ； ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 凶ら·~20~ ~ ~ ら；~ ~ ~ ~ ~ 2ら~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ;~~ ~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ 5~ ~ ~ら~·~ ~ ~~ ~ ~ 9~ ~ ~~ ら·~~ ~~ ~ ~ 5 ~ ~ ~ ~~ ·へ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~’ヤ~~:~~ ~ ~~ ~ ”~ ~t ··~ ;~~ ~ ~心.,~:~~ ~ ~ ~ ~~ ~ 1·~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ 9~~~ ~:: ・t ~ ~ ~,~か:：··~ ~ ~め~仝~“~ ~ ~ ~ ~ ~~1 ~· ~ ：~~ ~ ~ ~ 令~~;~~ ~ ふ・・ ． ・ ·•·· ・ ・ ・・ 心中1•心.0..・ . ウ•“5・ ・ふ・• ・ 9• ふ・.・E・． ;.．t ・ ． . ． 

・ t~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~~ : • ~~ ~ ~ ~；~ ・ ~ ~ ~ ~ ~~ ヤへ~l~ ~ ~ ~ 6~· • ~~ ~ ~ ~；~ ，・ ~ ~ ~ 妖~~~ ~~ :~ ~ ~ ~ ~ 汀~ ・ ・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~~ ~ ~ :;~ ~~~ も・ ~ ~ ~~: ；6~ふ~~7~ ~ ~3 • t ・ ~ ~ ~ t • ;~~ ~· 
~ ~ ~ ~: 5~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ 1 ・ ~ ~~ ~ ~ ~ ~6~?~~~ ·~ ~~ ~~ ~2~~ ，~~ ~~ ~~ ~ ~?~~~ ，~~ ~ ~~ ~~ i?~ ”~ t 1t ・ ~~ ~ ~ ~ “~: t t ・・ 印~ ~ ~ ~ ~~~ ・ へ・ ~ ~ ~ ~ ~;:~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~心~~~~~:~ .~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ “~~;.~ ~~ ~~ ~ ~~ 心~8~~~.~~~ ~~ 5“~ ・ ~ ~~ 5~ “・ ~~ ぷ~“·~~ ~“~·. .釘~~ ~“~·~ ~ ~·. ~~ :r1~~a 圧白
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合 計 315,167 32,697 281,981 25,153 1,052,770 763,300 1,337, 754 788, 753 
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〈資料 7〉 復旧支援団体名と期間
No 団 体 名 期 間 人数 1/17 20 25 30 2/1 5 10 15 20 25 28 3/1 5 
1 北千葉広賊水道企業団 1/23-2/ 4 6 

〈新潟県支部〉

2 新潟市水道局

3 長岡市水道局 1/19-2/ 2 4 

4 柏崎市ガス水道局 1/25-2/13 30 

5 ＝条市水道局

6 福井市企業局水道部 1/26-2/ 4 10 

7 伊東市水道部 1/28-2/ 3 4 

8 浜松市水道部 2/ 5-2/22 3 

〈愛知県支部〉

9 愛知県企業庁

10 東海市水道部

11 常滑市水道課

12 江南市水道課
2/ 9-2/21 14 

13 半田市水道部

14 知多市水道部

15 津島市水道企業局

16 悔菰肖栂水道企業且l

2/ 6-2/24 5 
長浜水道企業団17 

2/25-3/ 2 2 

1/28-2/24 11 
大津市企業局18 

2/25-3/ 2 7 

2/ 4-2/27 7 
彦根市水道部19 

2/28-3/ 2 4 -..... 
〈滋賀県支部〉

20 愛知屈広域行政組合 2/13-2/21 8 

21 八廿市市水道事業所 2/14-2/19 ， 
22 甲南町水道課 2/15-2/19 6 F P一........ 
23 近江八幡水道事業所 2/15-2/25 6 

24 水口町水道課 2/19-2/21 8 F.... 

25 信楽町水道課 2/16-2/20 6 ...... ドヤー

26 甲西町水道事業所 2/20-2/22 13 ....... 
27 石部町水道課 2/22-2/25 12 F••• 
28 甲賀町水道課 2/22-2/24 7 F —,... 
29 H野町上下水道課 2/20-2/24 5 ........ Fー P••

30 五個荘町水道課 2/20-2/25 6 

31 土山町上下水道課 2/23-2/25 8 ........ 

32 宇治市水道部 1/29-2/15 11 

2/ 1-2/25 72 
33 大阪府水道部 2/26~3/ 4 17 

34 枚方市水道局 2/ 7-2/13 8 

35 兵庫県企業庁 2/ 6-2/25 10 

36 加古川市水道局 2/ 3-2/13 10 

37 姫路市水道局 1/28-2/15 11 

2/10~2/17 3 

38 龍野市水道事業所 2/18-2/27 4 

2/28-3/ 4 3 -1-に―.... 

39 五條市水道局 1/23-2/ 4 8 

〈徳島県支部〉

40 徳島市水道局

41 阿南市水道課
1/26-2/ 6 14 

42 小松島市水道部

43 鳴門市水道部

44 熊本市水道局 2/ 8-2/19 14 

〈沖縄県支部〉

45 沖縄県企業局

46 那覇市水道局
2/ 1-2/25 14 

47 南部水道企業団

48 宮古島上水道企業廿l

応援人数は、 l H当たりの人数。順不同。
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〈資料8〉 水道復旧支援本部連絡体制

事務連絡

平成 7年1月27日

芦屋市公営企業管理者 様

兵庫県公営企業管理者 津田 貞之

本日、厚生省、 （社）日本水道協会、大阪府水道部及び兵庫県におきまして、貴市への復旧支援連絡体

制が、別紙のとおり決まりました。

今後は、別紙体制により支援活動を進めてまいりますので、よろしくお願いします。

芦屋市・西宮市・宝塚市

水道復旧支援本部連絡体制

要請 ④
 三

部

員

員
職

職
県

府

庫

阪

本

兵

大

芦屋市・西宮市・宝塚市

水道復旧支援

本 部

（大阪府水道部工務課内）

徐か実

⑥
 

②
 

②
 

実行部

日本水道協会職員

大阪府応援職員

芦屋市・西宮市・宝塚市

水道復旧支援

実行 部

（日本水道協会大阪支社事務所内）

要請

① 

⑧
 

復旧工事班編成 復旧工事班への指示

応援隊の宿泊等
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〈資料 9〉 資 機 材

（出庫H 7年1月17日～ 3月31日まで）

① 送配水管資材 (75mm以上）

品 名 口径 1数量 l 摘 要

送水管ストッパー設置 4 5 0 4 
，， 2 0 0 3 

ムロ 計 7 

品 名 口径 数量 摘 要

仕 切 弁 取 夫日 5 0 2 5 
', 7 5 3 8 
ク 1 0 0 3 0 

ク 1 2 5 2 
，，， 1 5 0 7 

定水位弁取替 1 5 0 1 流入管断裂

仕 切 弁 取 扶日 2 0 0 6 

ク 3 0 0 

゜
修理

消 火 栓 取 替 7 5 2 

空 気 弁 取 替 7 5 2 

ムロ 計 1 1 3 

② 給水材料 (50mm以下）

品 名 口径 数量 摘 要

スリースバルブ 5 0 1 

スリースバルブ 4 0 3 倒壊家屋迂回

リ ングバルプ 3 0 6 

リ ングバルブ 2 5 1 8 

ポ リ ／ゞ イ プ 5 0 6 共同仮設栓設置

合 計 3 4 

③ 口径別配水管被害形態集計表

口径 管種 漏水状況 修理概要 不 明 件数

1 3 VP 道路漏水 止水栓上部取替 6 5 

2 0 VP 道路漏水 止水栓上部取替 7 1 

2 5 VP 道路漏水 止水栓上部取替 2 8 

1 3 VP サドル分水栓破損 サドル取替 1 2 5 

2 0 VP サドル分水栓破損 サドル取替 4 4 

2 5 VP サドル分水栓破損 サドル取替 1 2 

2 5 PEP 本管継ぎ手部抜け PEPにて仮設配管 6 

1 3 VP 道路漏水 止水栓新設 7 
2 0 VP 道路漏水 止水栓新設 1 7 

2 5 VP 道路漏水 止水栓新設 2 2 

2 0 VP サドル分水栓のズレ ズレを直し修理 1 1 

2 5 VP サドル分水栓のズレ ズレを直し修理 2 

3 0 VP エルボ部の破損 布設替え 3 

4 0 VP VP継ぎ手破損 布設替え 8 

4 0 VP 漏水場所不明 キャップ止め 1 3 

4 0 VP チーズ部破損 布設替え 2 

5 0 VP 戸OVP破損 ゅ25HIにて布設替え 5 

5 0 VP VP継ぎ手破損 布設替え 7 0 
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5 0 VP エルボ部の破損 布設替え 1 6 
1 3 VP 道路漏水 キャップ止め 件数不明

2 0 VP 道路漏水 キャップ止め 件数不明

2 5 VP 道路漏水 キャップ止め 件数不明

7 5 DIP 本管漏水 フランジ栓止め 1 
7 5 DIP 本管漏水管割 ヤノジョイント修理 3 
7 5 VP 仕切弁継ぎ手破損 布設替え 1 

7 5 VP 直管継ぎ手部破損 布設替え 2 4 2 

7 5 DIP 直管継ぎ手部破損 布設替え 1 

7 5 DIP 直管折損 布設替え 1 2 

7 5 DIP 倒壊家屋迂回 仮管配管にて迂回 2 
1 0 0 VP サドル分水栓破損 サドル分水栓取り替え 1 

1 0 0 VP VP継ぎ手破損 布設替え ， 
1 0 0 DIP 管抜け 布設替え 5 2 

1 0 0 DIP 継輪継ぎ手の抜け 布設替え 2 

1 0 0 DIP 直管部破損 ヤノジョイント修理 3 
1 0 0 DIP 倒壊家屋迂回 本管にて仮設配管 1 

1 0 0 DIP 直管部破損 布設替え 4 

1 0 0 DIP T字管部破損 布設替え 1 

1 2 5 DIP 仕切弁グランド漏水 グランド締め直し 1 

1 2 5 DIP 本管継ぎ手の抜け 布設替え 2 

1 2 5 DIP 本管漏水管割 布設替え 2 

1 5 0 DIP T字管部破損 布設替え 8 

1 5 0 DIP ガケ崩れによる本管漏水 バイパス管布設替え 3 1 

1 5 0 DCIP 直管継ぎ手の抜け 布設替え ， 
1 5 0 DIP 倒壊家屋迂回 仮管配管にて迂回 3 

1 5 0 DIP 本管折損 布設替え 4 

1 5 0 DIP 特殊押輪の割れ 布設替え 1 

1 5 0 DIP 流入管断裂 流入管補修 1 

1 5 0 DIP 倒壊家屋迂回 HIVPにて仮管配管 2 

1 5 0 DIP 管抜け 継輪にて修理 7 

2 0 0 DIP 直管部破損 ヤノジョイント修理 1 6 

2 0 0 DCIP 管抜け 継輪にて修理 7 

2 0 0 DCIP 本管漏水離脱 布設替え 3 

2 0 0 DIP 直管継ぎ手の抜け 布設替え 6 

2 0 0 DIP 鉛接合部による漏水 布設替え 5 

2 0 0 鋼管 共同溝内配水管一部破損 既設管修理 ， 
2 5 0 DCIP 直管部折損 ヤノジョイント修理 3 

2 5 0 DIP 管抜け 継輪にて修理 1 5 

2 5 0 DIP 管抜け 布設替え 3 

2 5 0 DIP T字管部折損 布設替え 2 

3 0 0 SP 継ぎ手部の漏水 布設替え 4 

3 0 0 DIP 水管橋切断 布設替え 1 

3 5 0 DIP 直管継ぎ手の抜け 布設替え 2 

4 0 0 DIP 直管継ぎ手の抜け 布設替え 2 

4 5 0 DIP 直管継ぎ手の抜け 布設替え 3 

4 5 0 DIP 直管継ぎ手部破損 布設替え 1 

4 5 0 DIP 送水管漏水 布設替え 1 

4 5 0 DIP 送水管漏水 漏水個所掘削調査 1 

合 計 1 3 6 1 7 
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〈資料10〉

(1) 設置年月日

総務班

事務系次

営業課長

水道本部
I 

水道部

収入役

I I務班

技術系次長

拡張担当主幹

〈別途〉 H7. 2. 

水道部災害対策本部の組織
平成 7年1月30日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 

情報収集、記録

応急給水

復旧資機材調達、受け渡し

食料調達、食事準備、配布

対外的折衝、受入記録（応援市町村）

当直業務割当、支援者の宿泊割当

会計経理事務

事務系次長

4班・別途

4人

4人

事務系次長

事務系次長

1人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

 

復旧計画 3人

施設復旧 7人

広報宜伝 3人

応急復旧（各戸給水設置、検査指示） 8人

精算、申請 3人

奥山、六麓荘浄水場（受水、配水量調整、応急給水） 7人

対外折衝（施工者、応援市町村） 技術系次長、拡張担当主幹

奥池浄水場（受水、配水量調整、応急給水） 6人

1現在

応急給水班 給 水 中 継 基 地 支 援 団 体

第 1班 消火栓、浄水場 車両 12台 2区分

第 2 班 消火栓、浄水場 車両 12台

営業課長
第 3班 車両 14台 2区分

第 4 班 車両 11台 2区分

別動隊 上記以外での応急給水（別動隊）

待機班 上記以外での応急給水（待機班）

注） 4班は、各支援団体に対して、拠点場所への先導案内、広報活動、昼食の配布などの業務。

別動隊は、病院、集会所、避難所などの要請に応じて応急給水を行う。

待機班は、欠務者が出た場合の対応及び別動隊への支援を行う。

水道部の職員数 事務職13人、技術職12人、技能職25人、計50人（平成 6年4月1日現在）

部 課 係＼職種 事務 技術 技能 計

総務課
総務担当 1 1 

経理担当 3 1 4 

※次 長 営業係 2 2 

（事務担当）
営業謀

計量係 5 5 
課長

料金係 6 1 7 
※課長補佐

部 長 奥池営業所 1 1 

拡張担当 2 2 

※次 長
工務課 給水係 2 2 4 

主幹 施設係 4 1 5 
（技術担当）

※課長補佐 維持係 5 5 

浄水係 7 7 

部長・次長・課長・課長補佐 7 計 1 0 8 2 5 4 3 

※事務担当次長は総務課長の事務取扱を行う。

※技術担当次長はエ務課長の事務取扱を行う。

※営業課課長補佐は営業係長の事務取扱を行う。

※工務課課長補佐は給水係長の事務取扱を行う。
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〈資料11〉 給・配水管応急復旧工事協定書

芦屋市（以下「甲」という。）と （以下「乙」という。）との間に、阪神・淡路大震災（以下「大震災」

という。）により被災した芦屋市域の給・配水管の応急復旧工事（以下「復旧工事」という。）の施工に関し、次のと

おり協定する。

（趣旨）

第1条 甲は、乙に対し、大震災に係る復旧工事を迅速に処理依頼することに関して、必要な事項を定めるものとす

る。

（依頼の範囲）

第 2条 甲が乙に依頼する範囲は、大震災に係る復旧工事一切とする。

（依頼の方法）

第 3条 甲は、前条の復旧工事を乙に施工依頼する。

2 依頼を受けた乙は、作業班を編成して、甲のエ務班の指揮下に入り復旧工事を迅速に施工するものとする。

（工事施工の指示）

第 4条 甲のエ務班の指示者は、指揮下に編入した乙に対して、復旧工事の施工を指示するものとする。

（工事の完了）

第 5条 乙は、 「作業伝票」又は「被災状況・修繕報告書」に必要な事項を記載し、速やかに甲の指示者に報告の上、

「竣工検査確認書」を作成することにより復旧工事が完成する。

（工事費）

第 6条 工事費は、乙が依頼を受けて施工する復旧工事に関して、従事した業者に係る負担経費とし、原則として乙

の規定等を準用したものとする。

（工事費の請求）

第7条 乙は、復旧工事に従事した業者との間で締結の契約内容に基づき、工事費を支払うものとし、その支払った

費用を乙は、甲に請求する。

（工事費の支払）

第8条 甲は、前条の乙からの請求に基づき乙が立替えた工事費を支払うものとする。

（疑義）

第 9条 この協定に関し疑義を生じたとき、又はこの協定に定められていない事態が生じたときは、その都度、甲乙

協議のうえ、決定する。

この協定を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各々 1通を保有するものとする。

平成 7年月 日

兵限県芦屋市精道町 7番 6号

甲 芦屋市水道事業管理者の権限を行う市長

芦屋市長北村春江

乙
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阪神・淡路大震災

「水道復旧の報告」発刊にあたって

“忘れてはならない、忘れることのできない事実'

平成 7年 (1995年） 1月17日、まだ夜も明けない午前 5時46分、

私たちの街芦屋が、あの忌まわしい大地震により一瞬のうちに瓦礫

の街と化しました。

緑ゆたかで美しい街並み、気候は温暖、雨量が比較的少なく、文

化都市・住宅都市として発展してきた街の光景は、時間が経過する

につれ、想像を超える大きさの被害となりました。非業の死を遂げ

られた犠牲者440余名、全・半壊家屋は、市内全棟数の実に57％と

なり、被災都市の中で最も高い割合となり、公共施設も壊滅的打撃

を被りました。

水道施設も芦屋川取水口から末端の給水装置まで甚大な被害を受

け、市内随所での膨大な数の漏水個所、阪神水道企業団からの送水

停止等で全市域が断水というかってない異常事態となりました。

非常時とはいえ、病院や避難所など市民の皆様のもとへ水を届け

なくてはならないという思いも、発災直後は、設備や体制の整わな

い中、歯がゆさで気をもむばかりでした。しかし、翌18日から自衛

隊、全国の自治体、民間団体の水道関係者の応援を得て、応急給水

をはじめ、被害を受けた水道管路の応急復旧作業に懸命に取り組ん

でいただき、 6週間後の 2月27日には、一部支障地域を除いて、ほ

ぼ市全域の応急復旧を完了させることができました。

これは、ひとえに厳寒の小雪ちらつく中、全国からご支援いただ

いた皆様のお陰と感謝申しあげております。

あれから 2年が経過し、水道施設の災害復旧事業もほぼ完了、今

後は災害が起こっても被害を最小限にくい止め、都市機能が維持で

きる基盤の整備を図るための水道システムを構築していきたいと考

えております。

この冊子は、被災の状況、応急給水、応急復旧等の対応を中心と

して、災害で得た貴重な教訓を活かし、忘れてはならない忘れるこ

とのできない事実の記録としてまとめたものであります。遅くなり

ましたが、復旧にあたり全国から支援いただいた皆様に心からお礼

申しあげますとともに、感謝の気持ちを込めまして震災記録のご報

告とさせていただきます。

平成 9年1月

芦屋市水道部長溝田 亘
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